
『
神
代
巻
自
藪
傳
』
と
そ
の
周
辺
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『
神
代
巻
白
順
順
』
は
、
寛
保
四
（
一
七
四
四
）
年
の
刊
記
を
持
つ
日
本
書
紀
神
代
巻
の
注
釈
書
で
、

著
者
は
甲
斐
国
の
神
官
山
本
忠
告
で
あ
る
。
地
方
に
お
け
る
国
学
や
神
道
学
の
成
果
と
し
て
類
似
の
著

作
物
は
い
く
つ
か
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
れ
ま
で
、
個
々
の
著
作
に
ま
で
わ
た
っ
て
取
り
上
げ

ら
れ
る
こ
と
の
少
な
か
っ
た
甲
斐
国
に
お
け
る
文
献
の
例
と
し
て
、
貴
重
な
資
料
と
言
え
る
。

　
内
容
は
、
著
者
忠
告
が
京
都
遊
学
時
に
身
に
付
け
た
学
的
素
養
と
、
帰
郷
後
の
研
鐙
・
思
索
に
依
っ

て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
京
都
遊
学
時
に
師
事
し
た
人
物
か
ら
予
想
さ
れ
る
垂
加
神
道
系
の
訓
読
や
解
釈

の
影
響
は
必
ず
し
も
濃
く
な
い
。
日
本
書
紀
本
文
及
び
そ
の
訓
読
を
全
面
的
に
寛
文
九
年
版
本
の
そ
れ

に
依
り
、
本
文
訓
読
と
は
異
な
る
注
釈
者
の
視
点
で
、
先
行
書
を
ふ
ま
え
た
堅
実
な
注
釈
を
施
し
て
い

る
。

が
て
尊
皇
の
気
運
の
広
が
り
に
も
影
響
を
与
え
て
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
今
般
偶
々
、
こ
の
時
代
の
甲
斐
国
ゆ
か
り
と
思
わ
れ
る
、
国
学
・
神
道
学
関
連
の
資
料
群
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ざ

公
に
な
り
、
そ
の
一
部
、
日
本
書
紀
ま
つ
わ
る
何
心
か
を
調
査
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
。
そ
の

結
果
は
全
く
の
未
整
理
状
態
な
の
で
は
あ
る
が
、
こ
こ
に
取
り
上
げ
る
『
神
代
巻
添
藪
傳
』
に

つ
い
て
は
、
そ
の
内
容
と
成
立
の
背
景
を
あ
る
程
度
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
敢

え
て
こ
の
小
稿
を
公
に
し
ょ
う
と
考
え
た
次
第
で
あ
る
。

　
な
お
、
本
稿
お
よ
び
関
連
す
る
資
料
類
の
調
査
は
、
平
成
1
5
年
度
放
送
大
学
特
別
研
究
助
成

の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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要
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は
じ
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き

　
こ
こ
に
取
り
上
げ
る
『
神
代
鴫
野
藪
傳
』
（
以
下
「
本
書
」
と
略
記
す
る
こ
と
が
あ
る
）
は
、

寛
保
四
（
一
七
四
四
）
年
の
刊
記
を
持
つ
日
本
書
紀
神
代
巻
の
注
釈
書
で
、
著
者
は
甲
斐
国
の

神
官
山
本
忠
告
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
日
本
書
紀
本
文
の
訓
読
や
注
釈
に

つ
い
て
、
種
々
の
文
献
資
料
類
を
、
様
々
な
観
点
か
ら
見
て
き
た
が
、
そ
の
中
で
、
地
方
に
お

け
る
日
本
書
紀
研
究
の
主
立
っ
た
成
果
と
し
て
、
『
黒
羽
板
日
本
書
紀
』
、
『
校
正
日
本
書
紀
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
取
り
上
げ
、
本
誌
に
小
稿
を
発
表
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
そ
れ
ら
は
専
ら
、
日
本
書
紀
全
巻

に
わ
た
る
附
置
本
の
刊
行
、
と
い
う
大
事
業
が
地
方
で
行
わ
れ
た
こ
と
に
興
味
を
発
し
た
の
で

は
あ
る
が
、
そ
の
後
、
日
本
書
紀
全
巻
、
あ
る
い
は
神
代
巻
に
つ
い
て
の
注
釈
書
類
に
つ
い
て

も
、
地
方
で
の
研
究
成
果
に
基
づ
く
と
思
わ
れ
る
刊
行
物
が
少
な
か
ら
ず
現
存
す
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
こ
れ
ら
は
、
特
に
江
戸
時
代
中
期
～
幕
末
に
か
け
て
、
国
学
・
神
道
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ヨ
　

の
隆
盛
が
地
方
に
も
波
及
し
、
藩
校
や
黒
革
な
ど
広
範
な
教
育
体
制
の
整
備
と
相
挨
っ
て
、
や

　
本
書
は
木
版
、
大
本
二
冊
。
料
紙
は
当
時
の
版
本
に
一
般
的
な
楮
紙
と
思
し
く
、
紙
型
は
縦

約
二
四
・
九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
約
一
八
・
ニ
セ
ン
チ
メ
ー
ル
、
版
型
は
各
丁
の
界
線
天
地

問
が
約
二
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
右
（
左
）
の
界
線
か
ら
花
芯
中
央
ま
で
が
約
一
六
・
ニ
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
で
、
全
丁
に
わ
た
っ
て
ほ
ぼ
同
一
で
あ
る
。

　
表
紙
は
本
文
料
紙
と
ほ
ぼ
同
型
で
、
朽
ち
葉
色
刷
毛
目
文
様
の
紙
表
紙
。
明
朝
綴
。
両
冊
表

紙
左
上
方
に
子
持
ち
界
線
を
持
つ
刷
り
題
箋
が
あ
っ
て
、
「
神
代
巻
筆
藪
傳
　
＝
一
三
」
「
神

代
巻
白
帯
傳
　
四
五
」
と
記
す
が
、
第
一
冊
の
「
一
」
字
、
「
ご
こ
字
、
第
二
冊
子
「
五
」
字

は
筆
記
さ
れ
た
も
の
と
思
し
く
、
元
々
五
巻
五
冊
で
あ
っ
た
も
の
を
、
い
ず
れ
か
の
機
会
に
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　

二
冊
及
び
第
四
冊
の
表
紙
・
題
箋
を
用
い
て
二
冊
に
改
装
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
第
二
冊
の
末
尾
二
十
八
丁
表
に
刊
記
が
あ
っ
て
、

寛
保
甲
子
正
月
吉
辰

京
師
大
原
神
社
神
号

　
　
　
森
宮
内
菅
原
富
明
誌

放
送
大
学
研
究
年
報
　
第
二
十
二
号
（
二
〇
〇
四
）
（
一
i
十
三
）
頁

｝
○
霞
降
巴
○
津
9
¢
繊
く
興
匹
叶
《
○
沖
冨
≧
び
2
0
』
卜
。
（
b
。
O
O
膳
）
題
レ
山
ω

D
放
送
大
学
助
教
授
（
「
入
間
の
探
究
」
専
攻
）
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書
林

京
三
面
通
河
原
町

　
　
　
　
　
田
中
吉
兵
衛
弘

と
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
刊
記
に
先
行
す
る
蹟
文
記
述
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

　
各
丁
の
版
金
は
、
上
方
に
「
神
代
三
白
藪
傳
」
と
題
を
記
し
、
飾
り
を
介
し
て
中
程
上
方
に

巻
次
、
下
方
に
「
○
」
印
に
続
い
て
丁
数
を
記
す
。
さ
ら
に
下
端
に
「
大
原
社
版
」
の
版
元
名

が
あ
る
。
丁
付
け
は
巻
一
冒
頭
の
序
文
部
分
を
＝
」
～
「
四
」
と
し
た
後
、
巻
一
本
文
冒
頭

（
五
丁
）
を
新
た
に
コ
」
と
し
て
以
下
順
に
振
ら
れ
て
い
る
が
、
巻
五
末
尾
の
魚
文
、
刊
記

の
葉
は
本
文
か
ら
通
し
で
「
二
十
七
」
「
二
十
八
」
と
な
っ
て
い
る
。

　
各
冊
の
丁
数
と
記
載
内
容
は
、

　
　
第
一
冊

　
　
　
序
全
四
丁

　
　
　
　
序
一
～
近
事
（
加
賀
美
）
光
章
序

　
　
　
　
序
三
～
四
　
加
賀
美
（
山
本
）
忠
告
自
序

　
　
　
巻
一
・
全
十
八
丁
　

天
地
開
關
章
～
大
入
期
生
成
章

　
　
　
巻
二
・
全
二
十
三
丁
　
四
神
出
生
章

　
　
　
巻
三
・
全
三
十
七
丁
　
瑞
珠
盟
約
章
～
宝
剣
出
現
章

　
　
第
二
冊

　
　
　
巻
四
・
全
三
十
六
丁
　
天
孫
降
臨
章

　
　
　
巻
五
・
全
二
十
八
丁

　
　
　
　
　
　
　
一
～
二
十
五
　
海
事
遊
幸
章
～
神
皇
承
運
章

　
　
　
　
　
　
　
二
十
七
丁
　
　
姉
小
路
実
紀
魚
文

　
　
　
　
　
　
　
二
十
八
丁
表
　
大
原
神
社
神
主
森
富
明
刊
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
版
元
刊
記

と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
第
二
冊
二
十
八
丁
は
袋
綴
の
表
面
の
み
の
半
面
で
、
裏
表
紙
に
貼
付

さ
れ
見
返
し
を
兼
ね
る
。
（
第
一
冊
の
表
紙
及
び
裏
表
紙
、
第
二
冊
の
表
紙
は
、
各
々
半
裁
の

本
文
と
同
じ
白
紙
料
紙
一
葉
を
貼
付
し
て
見
返
し
と
し
て
い
る
。
）

　
本
文
各
葉
は
、
一
面
八
行
、
一
行
十
八
文
字
（
一
書
部
分
は
一
字
下
げ
で
十
七
文
字
）
で
、

訓
点
付
き
本
文
を
段
落
単
位
で
掲
げ
、
こ
れ
に
続
い
て
本
文
か
ら
一
字
下
げ
二
行
割
書
で
こ
れ

に
注
釈
を
記
す
形
式
で
あ
る
（
一
書
部
分
の
注
釈
は
都
合
二
字
下
げ
と
な
る
）
。
本
文
部
分
の

付
訓
は
全
付
訓
で
は
な
い
が
比
較
的
緻
密
で
、
末
尾
に
向
か
っ
て
加
点
密
度
が
低
く
な
る
傾
向

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。

　
な
お
、
参
考
と
し
て
本
書
の
一
部
の
写
真
版
を
図
【
～
六
に
掲
げ
た
。

　
序
・
蹟
は
右
に
示
し
た
よ
う
に
計
四
種
あ
る
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
そ
の
概
要
を
以
下
に
略

記
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
、

　
先
ず
冒
頭
の
加
賀
美
光
章
の
序
文
は
元
文
元
（
一
七
三
六
）
年
の
年
紀
を
持
ち
、
訓
点
付
き

の
漢
文
で
、
自
ら
忠
告
の
「
友
人
」
と
称
し
て
、
本
書
の
成
っ
た
経
緯
と
趣
旨
を
、
「
友
人
忠

告
」
の
注
釈
態
度
と
共
に
述
べ
、
そ
の
稿
を
＝
繕
」
し
て
「
慨
然
而
嘆
」
じ
、
出
版
に
至
っ

た
旨
を
述
べ
て
い
る
（
図
一
参
照
）
。

　
続
く
忠
告
の
自
序
も
訓
点
付
き
の
漢
文
で
、
従
来
の
日
本
書
紀
、
就
申
神
代
巻
本
文
や
神
代

に
関
す
る
諸
説
が
、
文
献
的
徴
証
を
離
れ
た
「
邪
説
」
に
陥
っ
て
い
る
こ
と
を
難
じ
、
独
り

「
鳥
谷
先
生
」
に
至
っ
て
漸
く
「
大
道
再
論
」
し
た
の
で
あ
っ
て
、
本
書
は
そ
の
先
生
の
「
業
」

を
「
諸
友
」
に
「
講
」
じ
た
こ
と
に
発
す
る
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
（
図
二
参
照
）
。

　
第
二
冊
巻
五
末
尾
の
姉
小
路
実
紀
の
蹟
文
は
、
寛
保
三
（
一
七
四
三
）
年
の
年
紀
を
持
ち
、

漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文
で
記
さ
れ
、
「
加
賀
美
忠
告
年
ご
ろ
や
つ
か
れ
か
机
の
も
と
に
よ
り
て

和
寄
物
語
を
き
け
る
事
む
つ
ま
し
」
と
始
ま
り
、
本
書
刊
行
に
あ
た
っ
て
請
わ
れ
て
こ
の
蹟
を

記
し
た
旨
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
（
図
五
参
照
）
。

　
こ
れ
に
続
い
て
寛
保
四
（
一
七
四
四
）
年
の
刊
記
に
先
立
ち
、
白
文
で
五
行
に
わ
た
っ
て
、

本
書
は
「
烏
谷
先
生
」
の
意
を
「
吾
先
師
」
が
「
記
」
し
た
も
の
で
あ
る
旨
が
、
大
原
神
社
神

主
菅
原
富
明
の
名
で
記
さ
れ
て
い
る
（
図
六
参
照
）
。

忠
告
の
周
辺
と
本
書
成
立
の
背
景

　
本
書
成
立
の
背
景
は
、
忠
告
の
事
跡
と
右
に
挙
げ
た
序
・
践
の
筆
者
及
び
そ
の
内
容
を
照
ら

し
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
あ
る
程
度
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
本
書
の
著
者
、
山
本
忠
告
（
や
ま
も
と
　
た
だ
の
り
（
「
た
だ
つ
ぐ
」
と
も
）
）
に
つ
い
て

は
、
『
甲
州
古
今
人
物
辞
書
』
（
昭
和
十
年
・
山
梨
協
会
本
部
）
、
『
名
家
伝
記
資
料
集
成
第
四

巻
』
（
昭
和
五
十
九
年
・
思
文
園
出
版
）
、
『
神
道
人
名
辞
典
』
（
昭
和
六
十
一
年
・
神
社
新
報

社
）
な
ど
で
知
る
こ
と
が
で
き
、
先
行
研
究
も
概
ね
こ
れ
ら
の
記
述
及
び
そ
の
依
っ
て
立
つ
資

料
の
範
囲
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
以
下
に
概
観
を
試
み
る
。

　
忠
告
は
、
字
玄
道
、
西
河
と
も
号
し
、
生
年
未
詳
、
安
永
二
（
一
七
七
三
）
年
九
月
二
日
没
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
エ

甲
府
の
旧
家
加
賀
美
（
加
々
美
）
氏
の
出
で
、
後
に
中
巨
摩
郡
西
条
（
現
在
の
山
梨
県
中
巨
摩

郡
昭
和
町
本
町
西
条
）
の
若
宮
八
幡
神
社
の
宮
司
山
本
氏
の
養
子
と
な
っ
て
そ
の
職
を
継
い
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

墓
所
は
同
町
本
町
西
条
一
区
に
現
存
す
る
。

　
生
家
加
賀
美
氏
は
、
甲
斐
源
氏
の
祖
と
さ
れ
る
新
羅
三
郎
義
光
の
孫
清
光
の
代
に
、
十
余
人

の
男
子
そ
れ
ぞ
れ
に
領
地
を
与
え
て
、
そ
の
支
配
地
の
地
名
を
家
名
と
し
た
「
逸
見
」
「
武
田
」



図
【
　
巻
一
・
序
二
丁
表
～
同
裏

　
　
文
末
尾
部
分

加
賀
美
（
源
）
光
章
序

『神代巻白藪傳』とその周辺

世
語
嵐
篭
事
業
》
箆
遺
寓
之
車
立
下
呂
鷹

焉
友
人
ゆ
望
星
悔
漸
藷
史
蕩
副
業
嵐
猟
閣
木
雅

壼
．
魏
薩
霧
神
彩
名
皿
臼
薮
駕
及
蓋
城
ぜ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
や

曳
以
ゴ
委
認
証
納
．
悪
心
流
儀
認
嘆
虜
古
鑑
畜
ゼ
承

　
　
　
　
　
ス
　
ゆ
ヲ
　
し

弦
肥
後
死
失
協
禽
焉
哲
蔓
チ
屡
ま
未
夫
王
4
毒

　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ
　
　
　
　
　
　
ニ

享
世
素
朴
本
道
あ
雪
避
な
弄
図
史
放
宝
隼
諭
十

割
滅
蛙
傳
碁
筆
工
画
糞
青
書
鑑
我
然
．
チ
錐

、
剛
尉
飢
訟
訴
黙
認
蚕

串
い
～
茎
勾
茨
由
腎
　
蝉
爺

ト
￥
置
土
三

一
」
ノ
項
．
項
肇

友
人
漂
光
章
誰
撰

図
二
巻
一
・
序
四
丁
表
～
才
華

　
　
自
序
末
尾
部
分

山
本
（
加
賀
美
）
忠
告

毒
焉
賀
巧
塵
煮
藁
多
牙
　
　
　
　
　
　
　
」
車
書
初
　
　
愚
生
既
亥
認
盆
猪
友
警
断
書

妻
沼
究
養
畜
崇
夙
竃
解
籔
二
ん
為
羽
翼
藤

厩
』
ア
太
虚
産
域
茨
鴇
之
字
配
，
以
喜
々
悦
昏
昏

旦
ヂ
ち
茂
乎
あ
零
露
諸
友
ぞ
衣
先
生
，
之
有
む
骨
癌
先
峯
之
拠
宣
之
無
畜
記
章
季
友
属
楚
之

璽
麦
塊
艦
義
皇
謬
チ
を
あ
愛
書
圃

富
津
げ
筏
’
諭
策
導
　
　
’
多
～
！
…
　
　
　
　
　
⊃
蘇
　
　
　
一
」
㌧
蓑
色
心
、
埴
L
1
礎
’
斗
星
嶺
．
肇
　
5
　
　
　
　
　
　
　
（
田
　
　
　
ー
フ
一
贋
．
孝
基

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
双
．
携
汝
グ
孝
4
，
晦
ひ
臭

え
文
．
丙
辰
秋
産
月
　
　
加
賀
美
忠
告
向
序
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
躍
鵬

潜
思
巻
一
⊥
丁
（
通
算
五
丁
）
表
本
文
冒
頭
部
分

や
1

トi有「法簸イ礁職亀甲罫筆キけ

　甲禰路而三皇平ヌ㌧年星呑免
　字下葦事ヲ訳。虫多琴責．旦謂皆耶マ甲

≧事幻耐量趨餐含寮紅績敢著昏

　昇痢醗悪童兆矢来挿黒タ麻、

　字査蓋メ多嘗三選三笠是1山ち源コ
芝剛弔誰ち弄養団匪神園之也・怒
ヒ牛神瓦而半神撰。重書重て多些、告

灸李畢寛兼亦碑之，訓卑部左ろ
い華多有半兼1之．亀例勧i幌緯也撰

呂丁

本下

書1

書
巻｝

第
一を

畢皆峯鯨其書～弄皇『’也之坤蕨斐薮ミ

寸話也星華寛↑勲葉書：貧庵丈之國、傳蓼

か

巻，

pt
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図
五
　
巻
五
・
二
十
七
丁
子
～
同
室
　
姉
小
路
実
紀
富
商

図
四

巻
三
・
四
十
丁
裏
末
尾
～
四
十
一
丁
表

（
宝
剣
出
現
章
一
書
第
六
）
部
分

本
文
末
尾

杉浦克己

熱
湯
瓢
謡
簿
記
麟
鰹
醜
帰
鷺
＝

　
か
駅
脱
落
，
跳
鯨
柵
聾
叡
覧
臨
断
ポ
淡
潔
丑

麓
鎌
錦
鷺
鶏
穫
譲
軸
墨

　　

�
ｩ
灘
竈
祭
鰍
蒼
黒
鰍
講
財
姻
無
冠

　　

?
魑
鵬
麹
細
麟
晦
難
難
平
卑
欝
雑
慰
μ
璽

　
　
靴
下
．
，

　
　
乏
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

劇
囑
5
｝
羨
－
思
圏
到
「
ー
ー
一
一
訓
コ
塗
」
　
翻
…
」
…
晶

二
六
　
三
五
・
二
十
八
丁
表
　
刊
記
部
分

神
代
巻
淘
薮
井
手
谷
先
生
之
意
渤
吾
先
’
師

記
馬
客
歳
携
来
「
獄
．
嘗
社
聖
霊
崎
也
粧
磨
～

乎
欲
上
舞
奥
同
志
黒
鳥
故
事
　
　
政
府
之
権

薫
陶
豪
強
功
也
ゑ
先
師
甲
斐
源
氏
か
賀
美

之
・
褐
患
鍍
匹
之
長
子
名
忠
告
號
岡
面
河
．

繭　

@
　
　
　
　
　
　
　
　
京
師
大
原
神
社
神
ナ
ニ

魔
保
甲
子
正
基
・
辰
拳
．
謬
原
富
明
誌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゑ
ノ
そ
　
　
ゆ
む
　
り
　
カ

r
引
一
念
桝
、
㌔
講
越
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「
安
田
」
「
加
々
美
」
「
平
井
」
「
河
内
」
「
田
井
」
「
曽
根
」
「
奈
胡
」
「
浅
利
」
「
八
代
」
の
一
つ

で
あ
っ
て
、
甲
斐
国
の
旧
家
で
あ
る
。
現
代
で
も
甲
府
市
及
び
そ
の
近
郊
で
加
々
美
あ
る
い
は

加
賀
美
姓
を
名
乗
る
家
は
多
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
享
保
年
長
、
京
に
出
て
、
姉
小
路
実
紀
、
鳥
（
鳥
）
谷
長
庸
（
三
蔵
）
に
神
学
・
和
歌
を
、

三
宅
尚
斎
に
漢
学
を
学
び
、
山
県
大
弐
・
昌
樹
と
の
親
交
も
が
あ
っ
た
。
勤
皇
の
志
厚
く
、
帰

郷
し
て
皇
道
復
古
を
民
衆
に
説
い
た
、
と
さ
れ
る
が
、
具
体
的
な
時
期
お
よ
び
期
間
は
明
ら
か

に
な
っ
て
い
な
い
。

　
著
書
と
し
て
本
書
の
他
に
は
、
『
大
祓
川
菜
草
』
一
冊
（
神
道
書
籍
目
録
）
、
『
日
本
紀
秘
伝

（
日
本
書
紀
秘
伝
ご
　
一
冊
（
神
道
書
籍
目
録
）
、
『
鳴
弦
秘
伝
竜
巻
』
一
冊
（
旧
下
郷
文
庫
）
、

が
あ
る
旨
『
国
書
人
名
辞
典
』
（
平
成
十
年
・
岩
波
書
店
）
に
記
載
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
三
書

に
つ
い
て
は
、
現
存
は
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
現
時
点
で
は
本
書
が
唯
一
の
忠
告
著
作
遺
物
と

い
う
こ
と
に
な
る
。

　
本
書
の
成
立
に
関
連
し
て
、
忠
告
と
親
交
の
あ
っ
た
人
物
と
し
て
は
、
本
書
序
文
を
記
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

加
賀
美
光
章
を
先
ず
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
光
章
は
宝
永
八
（
一
七
一
一
）
年
二
月
十
五
目
生
、

～
天
明
二
（
一
七
八
二
）
年
没
。
甲
斐
国
の
国
学
者
・
神
道
家
で
、
初
め
小
膳
、
墓
前
と
も
称

し
、
字
は
太
白
、
光
章
は
諌
で
、
桜
干
、
櫻
園
、
河
上
と
も
号
し
た
。
江
戸
小
石
川
の
旗
本
間

宮
氏
に
生
ま
れ
、
後
に
甲
斐
国
山
梨
郡
小
河
原
村
の
山
王
権
現
（
現
甲
府
市
下
小
河
原
の
日
吉

　
　
む

神
社
）
の
祀
祝
加
賀
美
氏
の
養
子
と
な
っ
て
元
文
三
（
一
七
三
七
）
年
こ
れ
を
継
い
だ
。
享
保

十
二
（
一
七
二
七
）
年
か
ら
京
に
遊
学
し
、
姉
小
路
実
紀
か
ら
和
歌
を
、
鳥
谷
長
庸
か
ら
国
学

を
、
三
宅
尚
齋
か
ら
漢
学
を
、
玉
木
正
英
か
ら
垂
加
神
道
を
、
東
儀
兼
辿
・
綾
小
路
俊
宗
か
ら

古
楽
を
、
黒
田
成
章
か
ら
有
職
故
実
を
、
曽
我
部
元
寛
か
ら
天
文
歴
術
を
学
ん
だ
と
さ
れ
る
。

甲
斐
に
も
ど
り
、
家
塾
環
松
亭
を
開
き
、
山
王
神
社
書
庫
と
称
し
て
一
種
の
公
開
図
書
館
を
設

け
る
な
ど
薫
陶
に
努
め
、
門
下
里
数
百
人
と
い
わ
れ
た
。
甲
斐
国
の
人
で
兵
学
者
と
し
て
高
名

な
山
県
大
弐
も
、
光
章
の
門
人
で
あ
る
。
後
に
、
大
弐
が
い
わ
ゆ
る
明
和
事
件
（
明
和
三
（
一

七
六
六
）
年
）
で
処
刑
さ
れ
た
際
に
は
、
旧
師
の
縁
故
で
罪
に
問
わ
れ
、
実
子
光
起
と
共
に
江

戸
伝
馬
町
の
獄
に
下
さ
れ
た
。
大
弐
の
処
刑
後
釈
放
さ
れ
た
も
の
の
帰
郷
の
途
次
に
光
起
は
没

し
た
。
そ
の
後
は
家
居
し
て
思
索
や
著
述
な
ど
に
専
念
し
た
。
墓
所
は
現
在
の
甲
府
市
上
町
地

内
の
加
賀
美
家
捜
所
内
に
あ
り
、
日
吉
神
社
に
も
祀
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
活
動
や
影
響
力
は
広

汎
に
わ
た
っ
た
一
方
、
言
説
が
過
激
で
、
奇
行
の
人
と
の
風
説
も
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
こ
れ
は

大
弐
の
明
和
事
件
に
連
座
し
た
事
と
も
無
縁
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　
忠
告
と
光
章
は
親
戚
筋
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
事
跡
を
一
瞥
す
る
と
、
多
く
が
重
な

る
こ
と
に
注
目
さ
れ
る
。
両
者
は
お
そ
ら
く
年
齢
的
に
も
近
い
と
考
え
ら
れ
、
特
に
京
へ
の
遊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
　

学
は
、
時
期
だ
け
で
な
く
、
師
事
し
た
先
も
多
く
共
通
し
、
ま
た
陳
中
に
帰
っ
て
後
に
、
勤
皇

の
志
篤
く
、
皇
道
復
古
を
説
い
て
民
衆
の
教
化
啓
蒙
に
努
め
た
点
も
共
通
し
て
い
る
。
こ
の
よ

う
に
互
い
に
ご
く
近
縁
関
係
に
あ
り
、
共
に
神
職
、
年
頃
も
同
じ
、
素
地
と
な
っ
た
京
師
遊
学

も
共
通
し
、
思
想
的
に
も
近
い
も
の
が
あ
る
両
者
が
深
い
親
交
関
係
に
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と

は
想
像
に
難
く
な
く
、
光
章
が
本
書
序
文
で
「
友
人
」
と
し
て
い
る
こ
と
も
首
肯
で
き
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
さ
ら
に
忠
告
が
西
河
、
光
章
が
河
上
と
号
し
た
こ
と
は
、
お
そ
ら
く
両
者
の
居
所

　
　
　
　
お
　

の
、
荒
川
を
挟
ん
で
の
位
置
関
係
に
由
来
す
る
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
本
書
の
素
地
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
忠
告
の
古
典
解
釈
や
神
代
に
つ
い
て
の
考
え
方
は
、
右
に

述
べ
た
よ
う
な
光
章
と
の
親
交
を
軸
と
し
て
、
京
都
遊
学
で
身
に
付
け
た
学
問
的
基
礎
と
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

の
後
の
研
鐙
に
依
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
そ
の
よ
う
な
背
景
の
上
に
成
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
本
書
に
は
、
内
容
上
ど
の
よ
う
な
特
色
が

見
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
主
に
神
代
巻
本
文
の
訓
読
と
そ
の
元
に
な
る
解
釈
に
つ
い
て
、
い

く
つ
か
の
点
を
掲
げ
て
以
下
に
考
察
を
試
み
る
。

「
白
藪
」
を
め
ぐ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ぐ
み

　
本
書
の
題
名
が
、
神
代
巻
上
「
宝
剣
出
現
章
」
一
書
第
六
に
見
え
る
「
白
薇
」
と
、
忠
告

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

の
旧
姓
「
加
賀
美
」
を
か
け
た
意
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
る
。
と
す

れ
ば
、
同
箇
所
に
つ
い
て
、
何
ら
か
著
者
忠
告
独
自
の
解
釈
が
示
さ
れ
、
本
書
編
纂
の
意
図
を

端
的
に
知
り
う
る
手
が
か
り
に
な
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
先
ず
こ
の
点
に
つ
い
て
考
え
た

い
。
（
図
四
参
照
）

　
同
箇
所
は
、
大
論
難
神
が
出
雲
の
五
十
翼
々
の
小
汀
で
白
藪
皮
の
舟
に
乗
っ
た
少
男
（
少
彦

名
神
）
に
会
う
神
話
で
あ
る
。
本
書
に
見
え
る
こ
の
部
分
の
本
文
に
つ
い
て
の
注
釈
記
述
（
第

一
冊
巻
三
・
三
十
七
丁
裏
六
行
右
～
同
八
行
左
）
は
、
他
所
と
比
較
し
て
特
段
詳
し
い
と
は
必

ず
し
も
言
え
な
い
が
、
特
徴
的
と
思
わ
れ
る
内
容
を
拾
う
こ
と
も
で
き
る
。

　
先
ず
本
文
中
の
「
白
藪
」
に
つ
い
て
の
注
釈
は
、

白
－
藪
ハ
草
．
－
名

ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
ボ
　
ミ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ラ

與
レ
羅
－
摩
通
－
用
ス
此
ニ
ハ
云
．
二
加
賀
美
ト
｝
其
．
－
殻
似
タ
リ
レ
舟

　
　
　
　
　
　
　
　
（
罫
引
・
三
十
七
丁
表
六
行
左
～
同
七
行
右
）

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
「
白
藪
」
が
「
薙
摩
」
と
「
通
用
」
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
『
古

事
記
』
巻
上
で
の
該
当
神
話
で
嘉
名
毘
古
那
神
の
乗
り
物
を
「
天
測
削
摩
船
」
と
し
て
い
る
事

を
根
拠
と
す
る
こ
と
が
で
き
、
例
え
ば
『
釈
日
本
紀
』
巻
七
で



141　（6）己克浦杉

白
票
皮

古
事
記
上
巻
日
自
波
穂
上
天
之
羅
摩
船

　
　
　
　
　
　
　
（
明
暦
三
（
一
六
五
七
）

年
版
に
よ
る
。
巻
七
・
十
九
丁
表
）

と
す
る
の
を
初
め
、
多
く
の
神
代
紀
の
注
釈
書
が
採
る
所
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
白
藪
」
は
ブ
ド
ウ
科
の
つ
る
植
物
カ
ガ
ミ
グ
ザ
、
「
薙
摩
」
は
ガ
ガ
イ
モ
科
の
つ
る
植
物
ガ

ガ
イ
モ
で
「
カ
ガ
ミ
」
の
異
名
を
持
つ
。
つ
ま
り
両
者
は
別
の
植
物
で
あ
り
、
こ
の
神
話
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

「
舟
」
に
使
わ
れ
た
の
は
、
後
者
「
ガ
ガ
イ
モ
」
の
実
の
殻
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
日
本
書
紀

神
代
巻
上
宝
剣
出
現
章
の
記
述
は
、
こ
の
ガ
ガ
イ
モ
の
実
の
殻
を
指
し
て
「
白
藪
皮
」
と
し
て

い
る
こ
と
に
な
り
、
「
か
が
み
」
の
訓
読
み
を
介
し
て
相
通
し
て
用
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て

　
　
ぜい
る
。
本
書
に
見
る
注
釈
記
述
も
、
こ
れ
ら
を
ふ
ま
え
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
れ
に
続
い
て
「
此
云
加
賀
美
」
と
し
て
い
る
の
は
、
注
目
さ
れ
る
所
で
あ
る
。

　
「
○
○
此
云
～
～
」
の
よ
う
な
形
式
の
記
述
は
、
『
日
本
書
紀
』
で
は
い
わ
ゆ
る
訓
注
に
頻
繁

に
見
る
こ
と
が
で
き
、
「
○
○
」
の
部
分
が
被
注
本
文
字
句
、
「
～
～
」
の
部
分
が
そ
の
訓
を

借
音
仮
名
書
き
で
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
い
わ
ゆ
る
吉
田
本
系
の
諸
本
や
寛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ
パ
　
　
　
フ
　
　
　
　
　
ト

文
九
年
版
本
で
は
、
こ
れ
に
「
○
○
此
　
云
二
～
～
一
」
と
加
点
し
て
「
○
○
此
を
ば
～
～
と

云
ふ
」
の
よ
う
に
訓
読
す
る
も
の
が
多
く
、
近
・
現
代
の
加
点
本
・
注
釈
書
類
で
も
多
く
は
こ

れ
に
倣
っ
て
い
る
。
こ
の
並
み
方
は
、
「
此
」
字
を
、
当
該
訓
注
の
被
注
本
文
を
指
す
と
ら
え
、

「
○
○
の
部
分
は
～
～
の
よ
う
に
訓
む
」
と
い
う
意
と
解
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
、
い
わ
ゆ
る
古
本
系
と
呼
ば
れ
る
黒
本
の
一
部
や
、
江
戸
時
代
頃
の
注
釈
書
類

　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ハ
　
　
　
フ
　
　
　
　
　
ト

の
一
部
に
は
、
「
此
　
云
二
～
～
一
」
と
加
点
し
て
「
此
に
は
～
～
と
云
ふ
」
の
よ
う
に
訓
読

す
る
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
は
「
此
」
字
を
、
「
此
処
」
つ
ま
り
「
我
邦
」
と
解
し
、
漢
文
の
被

注
本
文
に
対
し
「
○
○
は
我
が
国
で
は
～
～
の
よ
う
に
訓
む
」
の
意
の
注
文
で
あ
る
と
解
し
た

も
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
夙
に
築
島
裕
博
士
が
『
平
安
時
代
の
漢
文
訓
讃
語
に
つ
き

て
の
研
究
』
（
昭
和
四
十
七
年
置
東
京
大
学
出
版
会
）
で
指
摘
さ
れ
、
後
者
の
よ
う
な
訓
み
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゼ

が
、
本
来
の
訓
注
の
意
に
従
っ
た
も
の
で
あ
る
旨
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

　
本
書
で
は
、
掲
げ
ら
れ
た
加
点
本
文
に
於
い
て
は
、

ヨ
ウ
モ
ッ
コ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
コ
　
ク
　
ニ

　
　
　
　
コ
レ

葉
木
國
　
此
。
バ
碁
盤
．
幡
弁
士
爾
ト

と
、
「
此
を
ば
～
」
型
の
訓
み
方
に
従
っ
て
い
る
。

記
述
が
あ
っ
て
、

（
巻
一
・
四
丁
裏
四
行
右
～
同
左
）

一
方
で
、
注
釈
部
分
に
も
、
類
似
形
式
の

此
。
ハ
言
下
素
尊
ノ
之
性
善
時
。
致
テ
請
ニ
テ
於
愚
弟
一
。
而
朝
㍉
ル
ノ
干
天
ノ
高
市
一
。
之
事
上
ヲ
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
三
・
一
丁
表
六
行
右
～
同
左
。
瑞
珠
盟
約
章
本
伝
冒
頭
）

と
、
「
此
に
は
」
型
の
訓
み
方
で
加
点
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
は
、
「
此
」
字
を
「
我
邦
」

の
よ
う
に
解
し
た
も
の
で
は
な
く
、
掲
げ
た
被
注
本
文
の
一
段
全
体
を
指
す
意
図
、
「
こ
の
段

で
は
～
～
の
よ
う
な
こ
と
を
述
べ
て
い
る
」
程
の
意
で
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と

は
例
え
ば
、
本
書
の
別
の
箇
所
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
タ

自
レ
此
ノ
ー
篇
章
レ
シ
テ
次
－
篇
二
以
二
二
－
神
｝
ヲ
配
二
。
テ
天
－
地
一
二
而
謂
㍉
陰
陽
ノ
之
化
－
工
一
ヲ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
一
・
十
丁
表
三
行
右
～
同
左
・
大
入
葛
生
成
章
本
伝
）

の
よ
う
な
注
釈
文
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
本
書
で
は
こ
の
「
此
」
字
に

つ
い
て
、
書
紀
本
文
の
訓
注
部
分
で
は
「
こ
れ
を
ば
」
と
工
ん
で
直
前
の
被
注
本
文
を
指
す
と

解
し
、
注
釈
部
分
で
は
「
こ
こ
に
は
」
と
並
ん
で
、
当
該
の
本
文
章
段
全
体
を
指
す
意
で
用
い

て
い
る
、
と
い
う
使
い
分
け
が
あ
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
こ
で
取
り
上
げ
て
い
る
部
分
（
巻
三
・
三
十
七
丁
表
六
行
左
）
の
「
此
」
字
は
、
「
こ
こ

に
は
」
と
望
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
見
る
と
、
注
釈
文
中
の
先
行
す
る
「
白
藪
」
あ
る
い
は

「
羅
摩
」
の
字
句
を
指
す
の
で
は
な
く
、
掲
げ
ら
れ
た
書
紀
の
当
該
段
「
初
大
隊
貴
神
～
白
於

天
神
」
全
体
を
指
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
「
加
賀
美
と

云
ふ
」
は
「
白
砂
」
あ
る
い
は
「
薙
摩
」
を
「
加
賀
美
」
呼
ぶ
、
と
い
う
意
図
で
は
な
く
、
そ

れ
ら
を
「
書
紀
の
こ
の
章
段
で
は
「
加
賀
美
」
と
呼
ん
で
い
る
」
と
い
う
意
図
で
あ
る
、
と
考

え
ら
れ
る
。
敢
え
て
自
ら
の
本
姓
と
通
じ
る
「
加
賀
美
」
の
文
字
を
用
い
て
こ
こ
に
記
し
た
意

図
も
、
そ
の
点
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
続
く
部
分
で
、
小
彦
名
神
が
大
池
二
神
の
「
頬
」
を
「
噛
」
ふ
、
と
い
う
場
面
に
つ
い
て
の

注
釈
文
は

跳
テ
曝
㍉
ハ
其
－
頬
一
ヲ
犯
レ
シ
テ
顔
．
而
諌
レ
．
ル
ナ
リ
之
ヲ
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
三
・
三
十
七
丁
表
七
行
左
～
同
八
行
左
）

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
例
え
ば
、
谷
川
士
清
『
日
本
書
紀
通
謹
』
に
、

　
　
　
　
　
ツ
ラ

ヲ
ト
　
　
　
　
ク

跳
．
一
ア
帽
二
．
ハ
其
頬
｝
．
犯
レ
顔
諌
レ
争
也
［
倭
名
砂
二
頬
和
名
豆
良
一

所
レ
謂
喫
レ
頬
之
意
又
囎
レ
手
之
言
．
本
也
」

二
云
保
管
今
按
此
節
．
俗
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（
宝
暦
十
二
（
一
七
六
二
）
雲
版
に
よ
る
。

内
は
二
行
割
書
。
）

巻
五
・
三
十
五
丁
裏
八
行
～
同
九
行
左
。
［
」

と
い
う
記
述
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
小
彦
名
神
の
「
頬
を
曝
ふ
」
と
い
う
行
為
を
、
大
平
貴
神

を
「
諌
」
め
た
も
の
と
解
す
る
点
で
は
、
他
の
多
く
と
共
通
し
て
い
る
。
た
だ
、
他
の
多
く
が

「
諌
」
の
直
接
の
対
象
を
、
大
面
貴
意
の
、
こ
の
段
に
先
行
す
る
部
分
も
含
め
た
行
為
全
体
と

と
ら
え
て
い
る
の
に
対
し
て
、
本
書
で
は
「
諌
之
」
と
し
て
い
る
点
は
特
徴
的
で
は
あ
る
。

「
之
」
は
大
廟
貴
神
を
指
し
て
い
る
と
は
考
え
が
た
く
、
む
し
ろ
大
己
貴
神
の
「
取
置
掌
中
而

翫
之
」
と
い
う
行
為
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　
ど
ち
ら
に
し
て
も
大
己
貴
神
を
「
諌
」
め
た
の
で
は
あ
る
が
、
本
書
は
特
に
取
り
立
て
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

小
彦
名
神
に
対
す
る
態
度
、
つ
ま
り
、
カ
ガ
ミ
の
舟
に
乗
っ
て
現
れ
た
天
つ
神
の
喬
に
対
す

る
不
敬
を
「
諌
」
め
た
、
と
解
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
必
ず
し
も
本
書
が
唯
一
で
は
な
い
が
、

お
そ
ら
く
は
敢
え
て
こ
の
解
を
採
っ
た
記
述
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

本
文
訓
読
上
の
特
色

　
本
書
に
掲
げ
ら
れ
た
書
紀
本
文
の
訓
読
に
つ
い
て
、
他
書
と
比
較
し
た
特
色
に
つ
い
て
見
て

み
る
。

　
『
日
本
書
紀
』
就
中
神
代
巻
諸
千
本
に
見
ら
れ
る
訓
読
に
つ
い
て
、
そ
の
特
色
が
端
的
に
現

　
　
　
　
ま

れ
る
事
項
と
し
て
は
、
先
に
挙
げ
た
訓
注
部
分
の
「
此
云
」
字
の
訓
み
方
の
他
に
も
、
敬
語
表

　
　
現
、
訓
注
部
分
の
被
注
漢
字
句
へ
の
加
点
に
見
ら
れ
る
字
音
表
記
、
い
わ
ゆ
る
使
役
句
形
の
訓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

読
、
再
読
文
字
の
扱
い
、
音
便
形
と
そ
の
表
記
、
神
名
の
表
記
、
等
の
諸
点
を
挙
げ
る
こ
と
が

で
き
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
差
異
の
背
景
に
は
、
当
該
の
漢
文
本
文
に
つ
い
て
の
解
釈
の
違

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
　

い
と
、
訓
読
に
用
い
ら
れ
る
日
本
語
の
語
句
そ
れ
自
体
の
変
化
、
の
二
点
が
考
え
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
右
の
よ
う
な
諸
点
を
中
心
に
懸
章
本
を
比
較
し
た
場
合
、
寛
文
九
年
版
本
（
以
下

「
寛
文
版
本
」
と
略
記
す
る
場
合
が
あ
る
）
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
差
異
が
見
ら
れ
る
か
、

を
一
つ
の
基
準
と
し
て
、
諸
梅
本
を
分
類
で
き
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
寛
文
版
本

に
見
え
る
訓
読
は
、
い
わ
ゆ
る
吉
田
本
系
の
諸
伝
本
に
見
ら
れ
る
そ
れ
と
多
く
共
通
す
る
特
色

も
持
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
諸
製
本
を
集
大
成
す
る
形
で
な
っ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が

で
き
る
。
こ
れ
に
対
し
、
い
わ
ゆ
る
古
本
系
の
詳
伝
本
に
見
え
る
訓
読
は
、
寛
文
版
本
の
そ
れ

と
は
多
く
異
な
る
特
色
を
持
っ
て
い
る
。
ま
た
寛
文
版
本
は
後
々
、
そ
の
基
と
な
っ
た
慶
長
勅

版
本
の
権
威
を
背
景
に
、
流
布
本
と
し
て
広
く
用
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
以
降
の
諸

伝
本
で
は
、
訓
読
に
つ
い
て
寛
文
版
本
の
そ
れ
を
踏
襲
し
、
こ
れ
に
従
う
立
場
に
立
つ
と
考
え

ら
れ
る
一
群
と
、
こ
れ
と
は
異
な
る
訓
読
に
依
る
一
群
と
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
観
点
で
、
寛

文
版
本
を
、
い
わ
ば
一
つ
の
基
準
と
し
て
、
訓
読
に
つ
い
て
、
諸
伝
動
を
分
類
、
あ
る
い
は
位

置
づ
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

　
本
書
の
本
文
部
分
に
見
ら
れ
る
訓
読
を
、
寛
文
版
本
に
見
ら
れ
る
訓
読
と
逐
次
比
較
し
た
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

合
、
先
述
し
た
よ
う
な
両
者
の
闘
で
の
加
点
密
度
の
差
異
、
及
び
濁
点
の
有
無
を
除
け
ば
、
ほ

と
ん
ど
完
全
と
言
っ
て
も
良
い
ほ
ど
に
一
致
す
る
。
管
見
の
限
り
で
は
、
寛
文
版
本
以
降
の
諸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
　

伝
本
、
注
釈
書
類
の
中
で
も
、
最
も
よ
く
一
致
す
る
も
の
の
一
つ
と
言
え
る
。

　
な
お
、
寛
文
版
本
に
、
複
数
訓
の
併
記
が
見
ら
れ
る
箇
所
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、

若
葦
牙
（
巻
上
　
天
地
言
開
章
　
一
書
第
六
）

　
　
白
藪
傳
　
…
…
…
タ
ニ
シ
擁
テ
（
巻
一
・
六
丁
表
六
）

　
　
寛
文
版
本
　
…
…
右
タ
ニ
シ
段
テ
／
左
コ
ト
シ
（
巻
一

・
二
丁
十
七
）

の
よ
う
に
、
そ
の
一
方
を
採
っ
て
い
る
。

　
本
書
と
寛
文
版
本
が
、
訓
に
お
い
て
よ
く
一
致
す
る
中
で
、
顕
著
な
異
同
の
例
と
し
て
挙
げ

る
こ
と
が
で
き
る
の
は
次
の
促
音
便
の
有
無
に
関
わ
る
例
で
あ
る
。

天
先
成
而
（
巻
上
　
天
地
開
關
章
　
本
伝
）

　
　
白
藪
傳
　
　
ア
メ
マ
ツ
ナ
リ
テ
（
巻
一
・
二
丁
雲
量
）

　
　
寛
文
版
本
　
ア
メ
マ
ツ
ナ
ツ
テ
（
巻
一
・
一
丁
表
五
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

　
こ
の
箇
所
に
つ
い
て
は
、
弘
安
本
、
乾
元
本
、
丹
鶴
本
、
水
戸
本
、
校
正
日
本
書
紀
、
慶
長

勅
版
本
・
成
篭
堂
文
庫
本
書
き
入
れ
訓
（
以
下
「
慶
長
勅
版
成
筆
堂
本
」
と
略
記
す
る
こ
と
が

あ
る
）
な
ど
主
要
な
諸
節
本
で
は
寛
文
版
本
以
前
・
以
後
共
に
「
ナ
リ
テ
」
と
非
音
便
形
で
加

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

点
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
神
代
巻
上
・
下
を
通
じ
て
、
動
詞
「
な
る
」
の
連
用
形
「
な
り
」

に
助
詞
「
て
」
が
下
接
し
た
形
は
、
右
の
六
本
に
鴨
脚
本
お
よ
び
寛
文
九
年
版
本
を
加
え
た
八

種
の
伝
心
で
、
三
十
五
箇
所
に
延
べ
四
十
九
の
加
点
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
れ
ら

の
内
訳
は
「
ナ
リ
」
三
十
五
、
「
ナ
（
テ
）
」
の
よ
う
な
音
便
形
の
無
表
記
形
七
、
「
ナ
ン
」
の

よ
う
な
撲
音
便
形
六
で
、
残
る
一
例
が
寛
文
版
本
の
こ
の
箇
所
の
例
「
ナ
ツ
」
で
あ
っ
て
、
他

の
七
本
及
び
寛
文
版
本
の
こ
の
箇
所
以
外
の
三
十
四
箇
所
に
は
「
ナ
ツ
」
の
例
は
見
ら
れ
な

い
。
　
従
っ
て
、
寛
文
版
本
に
見
え
る
こ
の
「
ナ
ツ
テ
」
の
訓
は
、
他
の
諸
岩
本
と
の
比
較
に
於
い

て
も
、
ま
た
寛
文
版
本
内
部
に
於
い
て
も
、
特
異
な
例
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
に
な
る
。
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こ
れ
は
一
方
で
は
、
本
書
の
「
ナ
リ
テ
」
の
訓
が
、
そ
の
特
異
な
訓
を
修
正
し
た
も
の
と
見
な

し
得
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
着
目
す
べ
き
は
、
こ
の
箇
所
が
、
日
本
書
紀
本
文
の
巻
次
で
は

「
成
」
字
の
初
出
例
で
あ
る
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
寛
文
版
本
の
訓
を
一
方
的
に
尊
重
す
る
の

で
あ
れ
ば
、
初
出
例
た
る
「
成
」
字
へ
の
「
ナ
ツ
テ
」
の
訓
を
そ
の
ま
ま
採
用
し
て
し
ま
う
こ

と
も
十
分
に
考
え
ら
れ
る
が
、
本
書
は
そ
う
な
っ
て
は
い
な
い
。
つ
ま
り
、
本
書
は
、
寛
文
版

本
の
後
々
の
用
例
、
さ
ら
に
は
他
の
諸
島
本
の
例
も
あ
る
程
度
見
通
し
て
加
点
し
て
い
る
の
で

あ
っ
て
、
寛
文
版
本
の
そ
れ
に
よ
く
一
致
す
る
と
い
っ
て
も
、
決
し
て
盲
従
し
た
も
の
で
は
な

い
こ
と
の
証
左
と
も
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

　
敢
え
て
そ
の
よ
う
に
述
べ
た
の
は
、
こ
と
音
便
形
と
そ
の
表
記
に
関
わ
る
点
に
限
っ
て
も
、

例
え
ば
、歌

舞
（
巻
上
　
四
神
出
生
章
　
　
一
書
第
五
）

　
　
白
藪
田
　
　
ウ
タ
ヒ
マ
フ
テ
　
　
（
巻
二
・
七
丁
裏
こ

　
　
寛
文
版
本
　
ウ
タ
ヒ
マ
フ
テ
　
　
（
巻
一
・
十
一
丁
裏
三
）

飢
時
（
巻
上
　
四
神
出
生
章
　
一
書
第
六
）

　
　
白
魚
傳
　
　
ヤ
ハ
シ
カ
ツ
シ
ト
キ
（
巻
二
・
七
丁
裏
八
）

　
　
寛
文
版
本
　
ヤ
ハ
シ
カ
ツ
シ
ト
キ
（
巻
一
・
十
一
丁
裏
七
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　

な
ど
の
よ
う
に
、
寛
文
版
本
の
訓
が
特
異
と
思
わ
れ
る
箇
所
に
つ
い
て
、

訓
を
採
用
し
て
い
る
。

　
ま
た
、恨

之
日
（
巻
上

　
　
白
藪
傳

　
　
寛
文
版
本

四
重
　
出
生
立
早
　
　
一
童
圏
第
山
ハ
）

ウ
ラ
ン
テ
ノ
…
…
ク
（
巻
一

ウ
ラ
ン
テ
ノ
…
…
ク
（
巻
一

ウ
ラ
ミ
　
　
　
　
　
（
巻
一

本
書
は
そ
れ
に
従
う

一
・
八
丁
裏
町
）

・
十
二
丁
表
四
）

・
十
二
丁
表
四
左
訓
）

　　恨
　　日
寛白＿
文単巻
版傳上
本

　　四
ウウ神
ララ出
ミミ生
へ　　　　 　アアー早
ノノ

：　：　：妻：
　　　　　ヨ

クク第
　　山　　ノ　
墨黒）

十十

丁丁
表裏
△；

の
よ
う
に
、
直
近
の
位
置
に
あ
る
類
似
の
漢
字
句
に
つ
い
て
、
寛
文
版
本
に
見
ら
れ
る
訓
の
不

　
　
　
統
一
も
、
そ
の
ま
ま
採
っ
て
い
る
。
特
に
こ
の
前
者
の
箇
所
で
は
、
寛
文
版
本
の
山
院
に
従
え

ば
統
一
が
取
れ
る
こ
と
が
明
白
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
を
し
て
い
な
い
。

　
こ
こ
で
は
、
巻
上
冒
頭
近
く
の
「
成
」
字
の
訓
み
方
に
つ
い
て
の
音
便
形
と
そ
の
表
記
の
例

の
み
を
挙
げ
た
が
、
こ
れ
以
外
で
は
、
音
便
と
そ
の
表
記
に
関
わ
る
問
題
だ
け
で
な
く
、
他
の

諸
点
に
つ
い
て
も
、
本
書
と
寛
文
版
本
の
訓
読
に
差
異
は
ほ
と
ん
ど
見
い
だ
せ
ず
、
ほ
ぼ
寛
文

版
本
の
訓
読
を
そ
の
ま
ま
採
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
こ
の
こ
と
は
、
本
書
の
序
及
び
蹟
に
見
え
る
、
「
京
師
」
で
「
鳥
谷
先
生
」
か
ら
受
け
た

「
業
」
つ
ま
り
神
代
紀
の
解
釈
・
研
究
、
及
び
帰
郷
し
て
後
行
っ
た
「
會
諸
友
講
是
之
書
」
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寛
文
九
年
版
本
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
、
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

解
釈
上
の
特
色

　
本
書
注
釈
文
に
見
ら
れ
る
解
釈
上
の
特
色
に
つ
い
て
、
先
に
神
代
巻
上
「
宝
剣
出
現
章
」
一

書
第
六
の
「
白
藪
」
に
ま
つ
わ
る
部
分
を
取
り
上
げ
た
が
、
本
書
全
体
を
見
た
場
合
の
特
色
と

し
て
、
以
下
に
何
点
か
考
察
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　

　
先
ず
全
体
を
概
観
す
る
と
、
注
釈
記
述
の
粗
密
が
若
干
見
ら
れ
、
特
に
本
伝
部
分
で
は
ど
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ら
か
と
い
え
ば
密
に
、
一
書
部
分
で
は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
粗
に
な
っ
て
い
る
、
と
い
う
傾
向

が
見
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
注
釈
記
述
の
、
被
注
箇
所
の
取
り
上
げ
方
や
記
述
内
容
は
多
岐
に
わ
た
り
、
特
定
の

事
項
に
つ
い
て
の
み
選
択
的
に
注
釈
を
加
え
よ
う
と
し
た
も
の
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
た
だ

強
い
て
言
え
ば
、
神
名
の
由
来
や
、
祭
祀
の
起
源
と
な
っ
た
事
項
に
つ
い
て
等
に
は
、
比
較
的

詳
細
な
注
釈
を
加
え
て
お
り
、
主
に
神
職
と
し
て
の
立
場
で
考
え
て
い
る
こ
と
を
う
か
が
う
こ

と
が
で
き
る
。

　
具
体
的
な
個
々
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
数
多
く
知
ら
れ
て
い
る
『
日
本
書
紀
』
の
い
わ
ゆ
る

注
釈
書
の
類
で
は
、
全
巻
に
わ
た
る
も
の
、
神
代
巻
の
み
に
つ
い
て
の
も
の
、
い
ず
れ
に
つ
い

て
も
、
そ
の
記
述
内
容
の
特
色
か
ら
、
例
え
ば
、
前
項
で
訓
読
上
の
特
色
に
つ
い
て
述
べ
た
事

項
と
同
様
に
、
諸
注
釈
書
の
特
色
を
端
的
に
示
す
よ
う
な
、
典
型
的
な
事
柄
を
挙
げ
る
こ
と
は
、

現
時
点
で
は
難
し
い
。
ま
た
、
訓
読
上
の
特
色
の
場
合
の
寛
文
版
本
の
よ
う
に
、
何
ら
か
分
類

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
目
安
と
な
る
よ
う
な
、
一
な
い
し
数
本
を
挙
げ
る
こ
と
も
、
難
し
い
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
、
前
項
に
挙
げ
た
よ
う
に
あ
る
程
度
明
瞭
な
比
較
が
可
能
な
訓
読
上
の

特
色
の
う
ち
、
そ
の
際
の
背
景
に
、
加
点
者
自
身
の
書
紀
本
文
に
つ
い
て
の
解
釈
が
関
与
す
る

度
合
い
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
敬
語
表
現
に
つ
い
て
、
本
文
部
分
へ
の
加
点
と
、
当
該
箇
所

に
つ
い
て
の
注
釈
記
述
を
比
較
し
て
み
る
形
で
、
本
書
全
編
を
一
瞥
し
て
み
た
。
そ
の
結
果
と



し
て
端
的
な
一
例
と
し
て
は
、

報
命
（
巻
上
　
瑞
珠
盟
約
章
本
伝
）

　
　
寛
文
版
本
訓
点
　
　
カ
ヘ
リ
コ
ト
マ
ウ
シ
玉
フ
（
巻
一
・
二
十
一
丁
裏
一
）

　
　
白
藪
傳
本
文
訓
点
　
カ
ヘ
リ
コ
ト
マ
ウ
シ
玉
フ
（
巻
三
∴
丁
裏
こ

　
　
退
学
傳
注
釈
記
述
　
還
ニ
テ
於
皇
－
都
㌦
一
告
ニ
ケ
玉
．
テ
終
り
ヲ
干
始
－
祖
】
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
三
・
一
丁
裏
四
極
～
五
右
）

　
巻
下
に
至
る
と
、
彦
火
々
出
見
尊
（
山
幸
彦
）
と
火
閾
降
命
（
海
幸
彦
）
の
対
峙
場
面
に
も

端
的
で
あ
る
。
巻
下
・
海
宮
遊
行
章
本
伝
冒
頭
部
分
に
つ
い
て
本
書
注
釈
記
述
を
敬
語
表
現
に

着
目
し
て
摘
記
す
る
と
、

注
釈

注
釈

　
　
　
　
　
　
　
モ
ト

此
ニ
ハ
言
下
フ
兄
－
弟
惇
二
。
ぜ
ハ
ノ
性
一
二
各
々
失
中
玉
フ
，
ト
ヲ
其
利
上
ヲ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
五
・
一
丁
裏
六
行
右
～
同
左
）

弟
．
之
失
レ
呈
．
鈎
．
⑫
（
巻
五
・
一
丁
裏
六
行
左
）
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の
よ
う
な
例
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
の
箇
所
は
、
伊
弊
諾
尊
が
「
霊
運
當
遷
」
し
て
高
天
原
に

た
箇
所
で
あ
る
。
伊
弊
諾
尊
の
言
動
は
、
例
え
ば
、

「
報
命
」
し
た
こ
と
が
記
さ
れ

「
日
～
～
歎
」
に
読
み
添
え
（
巻
上
・
大
八
洲
生
成
章
本
伝
）

　
寛
文
版
本
訓
点
　
　
ノ
玉
ヒ
（
巻
一
・
四
丁
表
三
）

　
白
藪
傳
本
文
訓
点
　
ノ
玉
ヒ
（
巻
一
・
十
丁
表
こ

な
ど
の
よ
う
に
、
尊
敬
の
対
象
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。
一
方
、
先
に
挙
げ
た
瑞
珠
盟
約
章
本

伝
の
「
報
命
」
の
箇
所
は
、
伊
弊
貴
君
が
高
天
原
に
「
還
」
っ
て
、
立
つ
神
々
の
前
に
あ
る
場

面
で
あ
っ
て
、
寛
文
版
本
の
加
点
「
マ
ウ
シ
玉
フ
」
は
、
神
々
に
対
し
て
相
対
的
に
下
位
に
伊

弊
諾
尊
を
置
い
た
上
で
敬
意
の
対
象
と
す
る
意
を
、
謙
譲
語
動
詞
＋
尊
敬
語
補
助
動
詞
の
形
で

示
し
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
先
に
挙
げ
た
よ
う
に
、
本
書
の
注
釈
記
述
で
は
、

こ
の
よ
う
な
相
対
的
な
上
下
関
係
を
と
ら
え
た
記
述
に
は
な
っ
て
い
な
い
。

　
同
様
の
相
対
的
な
上
下
関
係
基
づ
く
敬
語
表
現
は
、
本
文
の
場
面
と
し
て
は
、
巻
上
で
は
、

伊
弊
諾
尊
と
伊
弊
再
尊
、
伊
前
諾
尊
と
素
論
鳴
尊
、
天
照
大
神
と
素
菱
鳴
尊
、
な
ど
の
よ
う
な

二
神
の
対
峙
場
面
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
の
よ
う
な
、
登
場
人
物
に
つ
い
て
の
、
敬
意
の
表
現
の
基
と
な
る
上
下
関
係
の
と
ら
え
方

の
違
い
は
、
加
点
者
が
本
文
の
記
述
内
容
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
立
場
に
立
っ
て
い
る
の
か
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

大
き
く
影
響
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
箇
所
の
例
で
言
え
ば
、
伊
弊
諾
尊
が
相

対
的
に
下
位
に
な
る
、
と
い
う
考
え
方
は
、
本
文
に
表
現
さ
れ
た
物
語
世
界
に
よ
り
近
い
位
置

に
立
っ
て
解
釈
し
た
場
合
に
取
り
得
る
も
の
で
あ
り
、
逆
に
本
文
の
物
語
世
界
か
ら
離
れ
、
解

釈
者
自
身
に
よ
り
近
い
位
置
に
立
つ
と
、
天
つ
神
も
雲
脚
諾
尊
も
、
自
分
か
ら
見
れ
ば
上
位
に

あ
た
る
神
で
あ
る
こ
と
に
違
い
は
な
く
、
い
ず
れ
も
敬
意
の
対
象
と
し
て
と
ら
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

等
の
よ
う
に
、
彦
火
々
出
見
尊
、
火
閾
降
命
双
方
を
敬
意
の
対
象
と
し
た
表
現
に
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
本
文
部
分
で
は
、

本
文

　
　
　
　
ソ
ノ
サ
チ

各
．
不
レ
得
二
其
利
｝
．

（
巻
五
・
一
丁
表
八
～
同
裏
こ

　
　
　
　
　
　
　
（
寛
文
版
本

本
文
。
ト
軽
ト
時
、
既
実
二
．
．
属
．
飾
．

（
巻
五
・
一
丁
裏
二
）

　
　
　
　
（
寛
文
版
本

　
　
　
　
　
　
　
　
ま
　

二
二
・
二
十
三
丁
表
二
）

巻
二
・
二
十
三
丁
表
三
）

等
の
よ
う
に
両
神
共
に
そ
の
動
作
に
つ
い
て
敬
意
の
対
象
と
し
て
扱
う
こ
と
は
な
く
、

の
み
に
つ
い
て
、

本
文

ア
タ
與
へ
玉
．
之
（
五
五
・

一
丁
裏
四
）

一
箇
所

（
寛
文
版
本
　
巻
二
・
二
十
三
丁
表
五
）

の
よ
う
に
彦
火
々
出
見
尊
の
動
作
に
敬
語
表
現
を
用
い
て
い
る
。
こ
の
こ
と
の
理
由
は
様
々
考

え
ら
れ
る
が
、
彦
火
々
出
見
尊
の
海
宮
遊
行
後
の
場
面
で
は
、
両
神
の
問
に
、
敬
語
表
現
の
上

で
明
ら
か
な
差
を
設
け
て
、
彦
轟
々
出
見
尊
の
優
位
を
決
定
的
な
も
の
と
し
て
い
る
こ
と
と
併

せ
て
考
え
れ
ば
、
遊
行
前
と
後
で
の
関
係
の
変
化
を
、
読
む
者
に
よ
り
明
確
な
も
の
と
し
て
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

象
づ
け
る
こ
と
に
結
果
と
し
て
な
っ
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
よ
り
解
釈
者
自
身
に
近
い
立
場
で
は
、
そ
の
よ
う
な
内
容
の
理
解
に
関
わ
る
問
題

は
本
文
か
ら
離
れ
た
、
解
釈
者
自
身
の
問
題
と
な
り
、
本
文
の
甘
み
方
そ
れ
自
体
で
表
現
す
べ

き
こ
と
が
ら
で
は
な
く
、
み
ず
か
ら
の
解
釈
説
の
中
で
必
要
に
応
じ
て
説
明
的
に
述
べ
る
べ
き

　
　
　
　
　
　
　
　

こ
と
が
ら
に
な
る
。

　
本
書
に
於
い
て
著
者
忠
告
は
、
本
文
寄
り
の
立
場
で
成
さ
れ
る
べ
き
本
文
の
訓
読
を
、
寛
文
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版
本
に
ほ
ぼ
全
面
的
に
依
拠
す
る
こ
と
で
具
現
し
、
一
方
で
自
ら
の
立
場
で
成
さ
れ
る
べ
き
、

本
文
に
つ
い
て
の
考
察
を
、
注
釈
文
の
形
で
示
し
て
い
く
、
と
い
う
方
途
に
よ
っ
て
、
本
書
を

構
成
し
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
、
ご
く
当
た
り
前
の
こ
と
で
は
あ

る
が
、
現
実
に
、
あ
る
漢
文
文
献
に
つ
い
て
、
訓
点
を
加
え
、
さ
ら
に
内
容
に
つ
い
て
の
注
釈

を
付
け
る
、
と
い
う
著
述
作
業
は
、
実
は
こ
の
よ
う
な
異
な
る
立
場
か
ら
の
、
い
わ
ば
二
重
の

行
為
な
の
で
あ
っ
て
、
同
一
人
で
あ
る
著
作
者
が
行
う
以
上
、
と
も
す
れ
ば
そ
の
二
点
の
区
別

は
曖
昧
に
な
り
が
ち
で
あ
る
と
も
言
え
る
。
そ
の
点
を
本
書
で
は
、
右
に
推
測
し
た
よ
う
な
方

途
に
よ
っ
て
、
峻
別
し
な
が
ら
両
立
さ
せ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
と
め

　
端
的
な
例
の
み
を
摘
記
し
て
私
見
を
述
べ
る
こ
と
に
終
始
し
、
明
確
に
示
し
う
る
十
分
な
用

例
と
考
察
を
掲
げ
る
余
裕
が
無
い
ま
ま
に
、
既
に
予
定
の
紙
数
に
至
っ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、

本
書
の
成
立
の
背
景
、
具
体
的
な
記
述
か
ら
推
測
で
き
る
基
本
的
な
編
述
の
態
度
と
そ
れ
を
支

え
る
意
図
の
一
端
等
に
つ
い
て
、
あ
る
程
度
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
と
考
え
る
。

　
こ
れ
ま
で
、
専
ら
、
書
紀
本
文
へ
の
加
点
に
着
目
し
、
注
釈
説
の
記
述
に
つ
い
て
は
、
訓
読

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
＞

を
考
察
す
る
上
で
参
照
す
る
に
留
ま
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
先
考
以
来
、
訓
読
と
解
釈
説
の
間

に
、
執
筆
者
の
立
場
と
い
う
観
点
を
持
ち
込
む
こ
と
で
、
相
互
の
関
係
を
あ
る
程
度
ま
と
ま
っ

た
形
で
考
察
し
得
る
見
通
し
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
た
。
本
書
に
見
る
書
紀
本
文
へ
の
加
点
と
、

注
釈
記
述
の
関
係
は
、
前
者
を
全
面
的
に
寛
文
版
本
に
依
拠
す
る
こ
と
で
、
こ
の
立
場
の
違
い

を
明
確
に
示
し
た
構
成
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
視
点
で
、

『
日
本
書
紀
』
就
中
神
代
巻
に
つ
い
て
の
諸
注
釈
書
類
を
、
こ
れ
ま
で
明
ら
か
に
し
て
き
た
諸

斜
鼻
に
見
る
訓
読
上
の
特
色
に
つ
い
て
の
知
見
を
基
礎
に
、
広
く
扱
っ
て
い
き
た
い
。

　
一
方
で
、
本
稿
冒
頭
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
本
書
は
、
書
紀
を
は
じ
め
古
典
籍
類
の
解
釈
・

研
究
と
い
う
点
で
は
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
知
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
江
戸
時
代
中
期
～
幕
末
頃

に
至
る
、
甲
斐
国
の
国
学
・
神
道
学
研
究
の
成
果
の
一
端
で
あ
る
。
今
般
公
に
な
っ
た
資
料
群

の
調
査
は
、
『
日
本
書
紀
』
に
関
係
す
る
も
の
に
限
っ
て
も
、
未
だ
全
体
を
一
瞥
す
る
程
度
の

域
に
留
ま
っ
て
い
る
。
全
体
に
先
立
っ
て
本
書
に
つ
い
て
の
み
本
稿
に
ま
と
め
た
次
第
で
あ
る

が
、
今
後
他
の
諸
資
料
に
つ
い
て
も
よ
り
詳
細
な
調
査
・
考
察
を
進
め
、
個
々
の
資
料
の
分
析

だ
け
で
な
く
、
各
々
の
成
立
の
背
景
等
に
わ
た
っ
て
、
相
互
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

　
い
ず
れ
も
今
後
の
大
き
な
課
題
と
し
た
い
。

注

（
1
）
「
か
み
よ
の
ま
き
か
が
み
の
っ
た
へ
」
と
読
む
意
で
付
け
ら
れ
た
題
と
思
わ
れ
る
。
な
お
『
補
訂

　
版
国
書
総
目
録
』
（
平
成
二
年
・
岩
波
書
店
）
で
は
、
同
目
録
内
で
統
一
さ
れ
た
読
み
仮
名
の
付
け

　
方
に
従
っ
て
「
じ
ん
だ
い
の
ま
き
か
が
み
つ
た
え
」
と
し
て
い
る
。

（
2
）
「
黒
羽
板
日
本
書
紀
の
訓
読
上
の
特
色
に
つ
い
て
」
（
『
放
送
大
学
研
究
年
報
』
第
九
号
・
平
成
四

　
年
三
月
）
、
「
小
寺
清
先
校
正
日
本
書
紀
の
訓
読
上
の
特
色
に
つ
い
て
」
（
『
放
送
大
学
研
究
年
報
』
第

　
十
五
号
・
平
成
十
年
三
月
）

（
3
）
「
里
…
羽
板
日
本
書
紀
」
は
黒
羽
藩
主
大
関
起
業
に
よ
る
、
藩
学
何
随
館
・
練
武
園
の
設
置
な
ど
に

　
代
表
さ
れ
る
文
武
振
興
政
策
を
、
「
校
正
日
本
書
紀
」
は
、
代
官
早
川
正
紀
の
後
ろ
盾
の
下
で
の
郷

　
校
敬
業
館
設
置
に
代
表
さ
れ
る
尚
学
の
機
運
を
、
各
々
そ
の
背
景
と
し
て
成
っ
た
も
の
で
あ
る
旨
、

　
（
2
）
の
小
稿
に
述
べ
た
。

（
4
）
こ
れ
ま
で
、
甲
斐
国
の
国
学
と
し
て
は
、
酒
折
宮
（
現
甲
府
市
酒
折
）
あ
る
い
は
そ
の
近
辺
地
域

　
で
あ
る
陳
中
東
部
地
域
ゆ
か
り
の
人
物
に
つ
い
て
注
目
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
今
般
新
出
の

　
資
料
群
は
、
陳
書
南
部
地
域
を
中
心
に
、
雁
坂
峠
を
越
え
て
富
士
北
麓
、
直
感
湖
畔
地
域
と
の
関
連

　
を
示
唆
す
る
も
の
も
含
ま
れ
、
新
た
な
考
察
の
糸
口
と
な
り
う
る
可
能
性
を
持
っ
て
い
る
と
思
わ
れ

　
る
。
（
5
）
『
補
訂
版
国
書
総
目
録
喚
（
前
掲
（
！
）
）
は
、
本
書
に
つ
い
て
「
五
巻
五
冊
」
と
し
て
、
静
嘉
堂

　
文
庫
な
ど
六
件
の
蔵
書
情
報
を
掲
げ
て
い
る
。

（
6
）
『
日
本
書
紀
』
全
巻
、
あ
る
い
は
神
代
巻
の
加
点
版
本
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
場
合
、
末
尾
に
向

　
か
っ
て
加
点
密
度
が
低
く
な
る
傾
向
が
見
ら
れ
、
全
編
に
わ
た
っ
て
均
一
の
加
点
密
度
が
維
持
さ
れ

　
る
傾
向
が
顕
著
な
も
の
は
、
幕
末
か
ら
明
治
初
に
至
っ
て
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
（
拙
著
『
六
種
対

　
照
譲
本
書
紀
神
代
巻
研
究
索
引
』
（
平
成
七
年
・
武
蔵
野
書
院
）
研
究
編
）
。
そ
の
点
か
ら
見
る
と
、

　
本
書
の
加
点
密
度
は
特
徴
的
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
、
本
書
が
注
釈
書
と
し
て
編
ま
れ
た

　
こ
と
に
よ
る
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
加
点
本
文
の
み
の
場
合
は
、
冒
頭
か
ら
順
に
読
み
進
ん
で

　
い
く
こ
と
が
前
提
で
あ
り
、
読
み
進
む
に
従
っ
て
、
既
出
の
章
句
に
つ
い
て
の
加
点
の
必
要
性
は
低

　
く
な
っ
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
が
、
注
釈
の
場
合
は
、
途
中
の
箇
所
の
み
が
何
ら
か
の
参
考
の
た
め

　
に
読
ま
れ
る
こ
と
も
十
分
考
え
ら
れ
、
こ
れ
に
配
慮
す
れ
ば
、
全
て
の
箇
所
に
つ
い
て
均
一
な
加
点

　
を
施
し
て
お
く
こ
と
が
、
よ
り
望
ま
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。

（
7
）
「
加
賀
美
」
「
加
々
美
」
は
、
姓
と
し
て
は
現
代
で
は
区
別
さ
れ
て
い
る
が
、
忠
告
当
時
に
あ
っ
て

　
は
必
ず
し
も
明
確
に
区
別
さ
れ
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
部
分
も
あ
り
、
本
稿
で
は
敢
え
て
区
別
せ

　
ず
に
本
書
自
序
に
見
え
る
「
加
賀
美
」
に
統
一
し
て
置
く
。
な
お
、
本
書
で
は
、
巻
一
冒
頭
の
自
序

　
で
は
「
加
賀
美
」
、
各
巻
冒
頭
の
著
者
名
で
は
「
源
」
を
用
い
て
い
る
。

（
8
）
忠
告
の
墓
所
は
、
現
在
昭
和
町
の
歴
史
・
文
化
財
の
一
つ
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
9
）
忠
告
の
事
跡
に
つ
い
て
の
諸
研
究
で
は
、
京
で
師
事
し
た
人
物
を
「
鳥
谷
」
と
し
、
こ
れ
を
国
学

　
者
の
鳥
谷
長
庸
と
す
る
説
が
多
く
、
こ
こ
で
も
そ
の
考
え
に
従
っ
た
。
し
か
し
先
に
述
べ
た
よ
う
に

　
本
書
自
序
及
び
蹟
文
で
は
「
鳥
谷
先
生
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
疑
問
が
残
る
。
鳥
谷
姓
の
国
学
者
に

　
は
、
伊
予
道
後
の
神
官
に
烏
谷
姓
が
あ
る
（
國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所
『
和
学
者
総
覧
』
平
成

　
二
年
・
汲
古
書
院
）
こ
と
と
の
関
連
も
考
え
ら
れ
る
が
、
お
そ
ら
く
は
別
人
と
思
わ
れ
る
。
「
○
○
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先
生
」
の
の
よ
う
な
記
し
方
の
場
合
、
必
ず
し
も
姓
を
指
し
て
は
お
ら
ず
、
号
あ
る
い
は
別
称
な
ど

　
も
考
慮
の
範
囲
に
入
れ
る
べ
き
か
も
知
れ
な
い
。

（
1
0
＞
光
章
の
生
年
を
「
正
徳
元
年
」
と
す
る
記
述
も
見
ら
れ
る
が
、
宝
永
か
ら
正
徳
へ
の
改
元
は
四
月

　
二
十
五
日
で
あ
り
、
「
宝
永
八
年
」
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
1
1
）
同
社
を
「
甲
斐
国
山
梨
郡
下
河
原
村
」
と
す
る
記
述
も
見
ら
れ
る
が
、
現
在
の
日
吉
神
社
は
甲
府

　
市
下
小
河
原
町
地
内
に
あ
り
、
「
下
河
原
村
」
で
は
な
く
「
小
河
原
村
」
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
現
在
の
地
名
で
見
る
と
、
下
河
原
町
は
、
日
吉
神
社
の
あ
る
下
小
河
原
町
か
ら
北
西
に
五
～
六
キ
ロ

　
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
離
れ
た
地
区
で
あ
る
。

（
1
2
）
確
証
は
な
い
も
の
の
、
京
に
学
ぶ
こ
と
そ
れ
自
体
、
相
図
っ
て
の
行
動
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、

　
と
想
像
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
忠
告
、
光
章
の
事
跡
記
述
の
中
に
は
、
相
互
に
取
り
違

　
え
た
の
で
は
な
い
か
と
さ
え
思
わ
れ
る
も
の
も
散
見
す
る
ほ
ど
共
通
点
が
多
い
。

（
1
3
）
「
貢
川
」
と
呼
ぶ
べ
き
な
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
現
代
の
名
称
で
は
、
貢
川
は
荒
川
の
支
流
と
さ

　
れ
て
い
る
こ
と
に
こ
こ
で
は
従
っ
た
。
・

（
1
4
）
な
お
、
竪
文
を
寄
せ
て
い
る
姉
小
路
実
紀
は
、
延
宝
七
（
＝
ハ
七
九
）
年
三
月
二
十
九
日
生
～
延

　
享
三
（
一
七
四
六
）
年
八
月
十
四
日
没
。
歌
人
・
歌
学
者
と
し
て
知
ら
れ
、
著
書
に
『
勧
修
寺
八
幡

　
宮
祭
礼
次
第
』
、
『
竹
亭
和
歌
読
方
条
目
』
（
享
保
二
十
（
～
七
三
五
）
年
）
、
『
和
歌
饗
宴
私
記
』
、

　
『
和
歌
用
心
之
事
』
が
あ
る
。
本
書
蹟
文
で
実
紀
は
本
書
を
「
文
義
あ
き
ら
か
な
る
」
と
讃
し
て
は

　
い
る
が
、
和
歌
・
物
語
の
師
と
し
て
は
、
本
書
は
専
門
外
に
あ
た
る
著
述
で
あ
り
、
請
わ
れ
て
「
不

　
能
固
辞
」
、
と
の
意
で
賊
を
記
し
た
と
述
べ
て
い
る
の
は
正
に
そ
の
通
り
な
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
こ
の
期
、
地
方
か
ら
京
師
に
遊
学
し
、
実
紀
に
師
事
し
て
和
歌
を
修
め
た
、
と
す
る
事
跡
記
述
は
、

　
こ
こ
に
挙
げ
た
忠
告
、
光
章
の
他
に
も
、
多
く
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
様
に
、
三
宅
尚
齋
に
師
事

　
し
て
儒
学
・
漢
学
を
修
め
た
、
と
い
う
事
跡
記
述
も
多
く
目
に
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
む
ろ
ん
実
紀

　
や
尚
齋
自
身
が
地
方
か
ら
の
学
徒
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
た
こ
と
に
依
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
よ

　
う
な
遊
学
が
あ
る
程
度
組
織
的
に
行
わ
れ
、
地
方
の
文
化
振
興
や
教
育
普
及
の
礎
と
な
っ
て
い
っ
た

　
こ
と
の
端
的
な
例
と
し
て
、
忠
告
、
光
章
ら
の
事
跡
を
と
ら
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

（
1
5
）
ブ
ド
ウ
科
の
カ
ガ
ミ
グ
ザ
「
自
藪
」
は
、
「
ビ
ャ
ク
レ
ン
」
と
も
呼
ば
れ
（
こ
れ
を
モ
ク
レ
ン
科

　
の
ハ
ク
モ
ク
レ
ン
の
異
名
「
ビ
ャ
ク
レ
ン
（
自
蓮
ご
と
混
同
し
た
例
も
ま
ま
見
ら
れ
る
）
、
「
や
ま

　
か
が
み
」
「
か
が
み
」
な
ど
の
用
例
も
見
ら
れ
る
。
青
ま
た
は
紫
の
数
個
集
合
し
た
球
状
の
実
を
付

　
け
、
熟
す
と
白
色
に
な
る
。
一
方
ガ
ガ
イ
モ
科
の
ガ
ガ
イ
モ
「
羅
摩
」
は
、
ヘ
チ
マ
状
の
実
が
熟
し

　
て
割
れ
る
と
中
に
綿
状
の
毛
が
あ
り
、
古
く
は
綿
の
代
用
に
用
い
ら
れ
、
ま
た
そ
の
殻
が
船
の
形
状

　
に
よ
く
似
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。

　
　
な
お
、
白
藪
、
薙
摩
、
は
「
か
が
み
」
あ
る
い
は
「
か
が
み
ぐ
さ
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
こ

　
れ
ら
の
称
は
、
ダ
イ
コ
ン
の
異
名
と
し
て
も
用
い
ら
れ
て
も
い
る
。
こ
れ
は
、
鏡
餅
の
飾
り
と
し
て

　
大
根
の
輪
切
り
を
用
い
た
こ
と
に
由
来
す
る
女
房
詞
と
さ
れ
て
い
る
。
「
か
が
み
ぐ
さ
し
「
か
が
み
」

　
の
称
は
さ
ら
に
、
ウ
キ
ク
サ
科
の
ウ
キ
ク
サ
、
カ
タ
バ
ミ
科
の
カ
タ
バ
ミ
、
バ
ラ
科
の
ヤ
マ
ブ
キ
、

　
ユ
リ
科
の
カ
タ
ク
リ
、
ウ
ラ
ボ
シ
科
の
マ
メ
ヅ
タ
、
な
ど
の
異
名
と
し
て
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　
　
白
藪
、
薙
摩
は
共
に
古
来
漢
方
薬
と
し
て
よ
く
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
名
称
の
「
か
が
み
」
を
介

　
し
て
相
互
に
、
あ
る
い
は
右
に
挙
げ
た
よ
う
な
他
の
植
物
と
混
交
し
て
解
さ
れ
て
い
る
例
も
ま
ま
見

　
ら
れ
る
と
い
う
。

（
1
6
＞
例
え
ば
、
谷
川
士
清
『
田
本
書
紀
通
謹
』
で
は
、

　
　
　
重
遠
日
、
香
我
美
ハ
艸
．
名
、
奮
古
意
作
二
蕪
摩
「
。
黒
作
二
白
蘭
【
假
二
通
訓
…
。
羅
摩
．
殻
、
割
・

　
　
　
之
如
レ
舟
車
。
［
倭
名
紗
エ
羅
摩
子
和
名
加
々
美
、
白
鞘
和
名
耶
摩
加
加
美
。
今
按
、
俗
名
加
加

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
ン
ボ
ウ
　
　
チ
た

　
　
　
良
比
、
又
我
我
芋
、
又
蜻
蛉
乃
乳
。
倭
名
鋤
。
石
購
和
名
須
久
奈
比
古
宇
久
須
祢
。
］
（
宝
暦
十

　
　
　
二
（
一
七
六
二
）
年
版
に
よ
る
。
二
五
・
三
十
五
丁
表
六
行
～
同
八
行
左
。
［
　
］
内
は
二
行

　
　
　
割
書
。
句
読
点
は
杉
浦
。
）

　
　
の
よ
う
に
、
『
先
代
旧
事
本
紀
』
『
古
事
記
』
の
記
述
を
ふ
ま
え
、
谷
重
遠
の
説
や
『
和
名
類
聚
抄
』

　
の
記
述
を
引
い
て
述
べ
て
い
る
。

（
1
7
）
こ
の
点
を
手
が
か
り
と
し
て
、
主
に
江
戸
時
代
の
『
日
本
書
紀
廊
神
代
巻
の
加
点
本
や
注
釈
書
類

　
を
あ
る
程
度
分
類
で
き
る
こ
と
を
、
小
稿
に
示
し
た
こ
と
が
あ
る
（
前
掲
（
6
書
）
な
ど
）
。
な
お
、

　
こ
こ
に
示
し
た
二
種
の
他
に
、
「
○
○
此
．
云
二
．
～
～
㍉
」
と
加
点
し
て
「
○
○
此
を
～
～
と
云
ふ
」

　
と
訓
む
例
が
一
部
の
版
本
な
ど
に
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
前
者
「
此
を
ば
」
の
形
式
の
訓
み
方
と
同

　
じ
意
図
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
1
8
）
拙
稿
『
六
種
対
照
日
本
書
紀
神
代
巻
研
究
索
引
』
（
平
成
七
年
・
武
蔵
野
書
院
）
研
究
編
）
な
ど
。

（
1
9
）
「
江
芦
時
代
の
日
本
書
紀
訓
読
に
つ
い
て
一
神
代
巻
の
敬
語
表
現
を
中
心
と
し
て
一
し
訓
点
語

　
学
会
『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』
第
8
5
輯
（
平
成
二
年
八
月
）
、
及
び
前
掲
．
（
1
8
）
書

（
2
0
）
「
日
本
書
紀
神
代
巻
神
名
和
訓
索
引
」
訓
点
語
学
会
『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』
第
9
1
輯
（
平
成
五

　
年
三
月
）
、
及
び
前
掲
（
1
8
）
書
。

（
2
1
）
前
掲
（
1
8
）
書
。

（
2
2
）
両
本
双
方
に
加
点
の
あ
る
箇
所
に
つ
い
て
比
較
を
試
み
た
。
両
本
の
う
ち
一
方
の
み
に
加
点
の
見

　
ら
れ
る
箇
所
に
つ
い
て
は
、
無
点
の
本
に
つ
い
て
、
前
後
か
ら
推
し
て
確
定
で
き
る
訓
読
を
想
定
し

　
て
比
較
の
参
考
と
し
た
。
全
体
と
し
て
み
る
と
、
寛
文
九
年
版
本
と
本
書
で
は
、
前
者
の
加
点
密
度

　
が
よ
り
低
く
、
巻
次
が
進
む
に
従
っ
て
漸
減
傾
向
に
あ
る
。
こ
の
た
め
寛
文
九
年
版
本
が
無
点
、
本

　
書
で
は
加
点
の
箇
所
に
つ
い
て
、
こ
の
よ
う
な
想
定
を
試
み
る
こ
と
に
結
果
と
し
て
な
っ
た
。
な
お
、

　
両
本
手
に
無
点
の
箇
所
に
つ
い
て
は
、
前
後
関
係
か
ら
推
す
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
て
も
、
比
較
の
対

　
象
と
は
し
な
か
っ
た
。

（
2
3
）
日
本
書
紀
の
諸
版
本
に
限
ら
ず
、
こ
の
時
期
の
訓
点
付
き
の
漢
文
の
出
版
物
で
は
、
訓
点
に
見
ら

　
れ
る
濁
点
は
、
意
図
的
に
注
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
否
か
を
確
定
す
る
こ
と
が
難
し
い
場
合
が
少
な

　
く
な
い
。
同
一
の
出
版
物
で
あ
っ
て
も
、
再
刻
・
覆
刻
の
際
に
濁
点
が
落
ち
る
こ
と
は
頻
繁
に
見
ら

　
れ
る
。
さ
ら
に
、
同
版
と
思
し
い
も
の
で
あ
っ
て
も
、
摺
刷
の
具
合
や
版
の
摩
滅
・
損
傷
な
ど
に
よ

　
っ
て
、
濁
点
が
落
ち
る
例
を
ま
ま
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
逆
に
再
刻
・
覆
刻
で
は
、
濁
点
が
新

　
た
に
加
わ
る
例
も
ま
ま
見
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
一
つ
の
伝
本
内
で
の
訓
点
に
見
え
る
濁
点
の
不
統
～
、

　
つ
ま
り
同
一
の
本
文
漢
字
句
に
つ
い
て
同
一
の
仮
名
表
記
の
加
点
が
見
ら
れ
る
箇
所
相
互
で
、
濁
点

　
の
有
無
に
異
同
が
あ
る
、
な
ど
の
例
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
理
由
に
依
る
も
の
か
、
著
者

　
自
身
の
意
図
的
な
も
の
な
の
か
、
と
即
断
で
き
な
い
こ
と
が
多
い
。
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
、
日
本
書

　
紀
の
及
び
そ
の
注
釈
書
類
の
諸
版
本
で
も
確
認
で
き
、
こ
こ
で
は
濁
点
の
異
同
は
考
察
の
対
象
と
は

　
し
な
か
っ
た
。

（
2
4
）
当
然
で
は
あ
る
が
、
寛
文
九
年
版
本
以
降
で
、
こ
れ
に
最
も
よ
く
一
致
す
る
の
は
、
同
本
の
「
再

　
刻
本
」
の
類
で
あ
る
。
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（
2
5
）
弘
安
本
、
乾
元
本
、
丹
鶴
本
、
水
戸
本
、
に
見
え
る
訓
点
に
つ
い
て
は
、
前
掲
（
1
8
）
書
索
引
編

　
作
成
の
た
め
の
基
礎
と
し
て
私
に
作
成
し
た
用
例
集
に
依
っ
た
。
用
例
集
の
依
っ
た
伝
本
に
つ
い
て

　
は
同
書
を
参
照
さ
れ
た
い
。
慶
長
勅
版
成
鳥
堂
本
、
校
正
田
本
書
紀
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
成
蟹
堂

　
文
庫
蔵
慶
長
勅
板
日
本
書
紀
に
施
さ
れ
た
訓
点
に
つ
い
て
」
（
放
送
大
学
研
究
年
報
第
1
4
号
・
平
成

　
九
年
三
月
）
、
「
小
寺
皇
霊
校
正
日
本
書
紀
の
訓
読
上
の
特
色
に
つ
い
て
」
（
放
送
大
学
研
究
年
報
第

　
1
5
号
・
平
成
十
年
三
月
）
に
先
だ
っ
て
、
各
々
右
の
用
例
集
を
増
補
す
る
形
で
私
に
作
成
し
た
用
例

　
集
に
依
っ
て
い
る
。
詳
細
は
、
各
々
の
拙
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
2
6
）
当
該
の
本
文
漢
字
句
に
は
、
「
為
」
字
一
箇
所
、
「
化
為
」
字
八
箇
所
、
「
化
成
」
字
一
箇
所
、
「
成
」

　
字
十
箇
所
、
「
満
」
字
一
箇
所
、
「
喧
」
字
一
箇
所
、
「
経
」
十
三
箇
所
、
の
他
、
「
攣
」
字
を
含
む
語

　
句
へ
の
読
み
添
え
一
箇
所
、
「
為
」
字
を
含
む
語
句
へ
の
読
み
添
え
二
箇
所
、
「
経
」
字
を
含
む
語
句

　
へ
の
読
み
添
え
二
箇
所
、
計
三
十
五
箇
所
が
あ
る
。
な
お
こ
の
他
に
「
喧
」
字
一
箇
所
、
「
鳴
」
字

　
二
箇
所
に
「
ナ
リ
」
の
加
点
例
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
同
音
異
語
と
見
な
し
て
こ
こ
で
は
扱
わ
な
か
っ

　
た
。
（
2
7
）
前
者
の
「
舞
㎏
字
に
つ
い
て
の
加
点
は
、
弘
安
本
、
乾
元
本
、
水
戸
本
、
慶
長
勅
版
成
蟹
堂
本
で

　
は
「
マ
ウ
（
テ
）
」
、
丹
鶴
本
は
無
点
と
し
、
校
正
日
本
書
紀
が
寛
文
版
本
と
同
様
の
「
マ
フ
（
テ
）
」

　
の
訓
を
採
っ
て
い
る
。
ま
た
後
者
の
「
飢
」
字
に
つ
い
て
は
、
弘
安
本
、
乾
元
本
、
水
戸
本
、
慶
長

　
勅
版
苗
齢
堂
本
は
「
ヤ
ハ
シ
カ
（
シ
ト
キ
ご
と
音
便
形
の
無
表
記
形
、
丹
鶴
本
は
無
点
、
校
正
隊

　
本
書
紀
が
「
ヤ
ハ
シ
カ
リ
（
シ
ト
キ
ご
と
非
音
便
形
を
採
っ
て
い
る
。

（
2
8
）
前
者
「
西
之
日
」
の
箇
所
に
つ
い
て
、
弘
安
本
、
乾
元
本
、
丹
鶴
本
、
水
戸
本
、
は
無
点
、
慶
長

　
勅
版
成
簑
堂
本
、
校
正
日
本
書
紀
は
「
ウ
ラ
ミ
（
テ
ご
と
非
音
便
形
を
採
っ
て
い
る
。
な
お
、
弘

　
安
本
、
乾
元
本
、
水
戸
本
、
慶
長
勅
版
成
篭
堂
本
で
は
「
之
」
字
に
「
テ
」
の
加
点
が
あ
り
、
慶
長

　
勅
版
米
倉
貝
堂
本
、
校
正
日
本
書
紀
で
は
「
恨
」
字
に
片
仮
名
点
で
「
テ
」
を
読
み
添
え
て
い
る
。

　
（
慶
長
勅
版
成
葺
堂
本
で
は
「
テ
」
が
二
重
加
点
に
な
る
。
ま
た
丹
鶴
本
で
は
「
之
」
字
に
朱
の
片

　
仮
名
点
で
「
ヲ
」
と
加
点
し
て
お
り
、
「
恨
之
」
を
「
之
を
恨
み
て
」
と
訓
む
加
点
と
考
え
ら
れ

　
る
。
）

　
　
後
者
「
恨
日
」
の
箇
所
に
つ
い
て
は
、
弘
安
本
、
乾
元
本
、
丹
鶴
本
、
水
戸
本
、
慶
長
勅
版
成
笹

　
堂
本
は
無
点
、
校
正
日
本
書
紀
は
「
ウ
ラ
ミ
（
テ
）
」
と
非
音
便
形
を
採
っ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の

　
六
本
共
に
助
詞
「
て
」
を
読
み
添
え
る
。
「
て
」
は
、
弘
安
本
、
乾
元
本
、
水
戸
本
が
ヲ
コ
ト
点
、

　
丹
鶴
本
は
朱
の
片
仮
名
点
、
慶
長
勅
版
成
簑
堂
本
、
校
正
日
本
書
紀
は
片
仮
名
点
で
あ
る
。

（
2
9
）
こ
の
点
に
つ
い
て
、
先
述
の
よ
う
に
「
鳥
谷
先
生
」
の
比
定
に
疑
問
が
残
る
た
め
、
必
ず
し
も
確

　
か
と
は
言
え
な
い
部
分
を
含
む
。

　
　
あ
く
ま
で
推
測
の
域
を
出
な
い
が
、
『
日
本
書
紀
』
就
中
神
代
巻
の
訓
読
や
解
釈
・
研
究
に
つ
い

　
て
、
当
時
の
京
師
に
あ
っ
て
、
闇
斎
の
門
流
で
下
御
霊
社
ゆ
か
り
人
物
ら
に
よ
る
成
果
は
今
に
残
る

　
著
作
物
も
多
く
、
隆
盛
を
想
像
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
が
、
本
書
に
掲
げ
ら
れ
た
本
文
に
見
え
る
訓
読

　
は
、
そ
れ
ら
に
比
較
し
て
遙
か
に
寛
文
九
年
版
本
に
近
い
。
こ
の
こ
と
は
、
忠
告
が
師
事
し
た
人
物

　
や
そ
の
考
え
方
を
探
る
上
で
の
手
が
か
り
の
一
つ
と
な
る
も
の
と
は
思
わ
れ
る
。

（
3
0
）
本
書
の
注
釈
記
述
で
は
、
書
紀
本
文
の
本
伝
部
分
を
「
正
篇
」
と
称
し
て
い
る
。

（
3
1
）
本
書
で
は
、
書
紀
本
文
の
一
書
部
分
を
「
第
○
章
」
の
よ
う
に
称
し
て
い
る
。
こ
れ
は
本
伝
（
正

　
篇
）
を
第
一
章
と
置
い
た
計
数
で
示
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
現
代
一
般
に
よ
く
行
わ
れ
る
（
本
稿
も

　
そ
れ
に
従
っ
て
い
る
）
よ
う
に
「
一
書
日
」
を
、
各
々
の
一
書
一
段
分
の
冒
頭
と
し
て
順
に
計
数
す

　
る
の
と
は
異
な
っ
て
、
「
一
書
日
し
を
挟
ん
で
も
、
前
後
で
内
容
が
一
連
で
あ
る
場
合
な
ど
は
、
区

　
切
ら
ず
に
一
つ
の
「
章
」
と
し
て
計
数
し
て
い
る
部
分
も
散
見
す
る
。
ど
の
部
分
が
一
連
と
見
な
し

　
う
る
か
は
、
当
然
内
容
解
釈
に
よ
っ
て
異
な
る
こ
と
が
ら
で
あ
る
。
な
お
、
こ
れ
は
注
釈
記
述
内
で

　
の
「
第
○
章
」
の
計
数
の
扱
い
に
つ
い
て
で
あ
っ
て
、
本
書
の
本
文
部
分
で
の
文
字
詰
め
は
、
＝

　
書
日
」
の
前
で
行
換
え
を
す
る
形
式
で
あ
る
。

（
3
2
）
こ
れ
ま
で
多
く
の
先
行
研
究
が
依
っ
て
き
た
よ
う
に
、
卜
部
懐
賢
（
空
方
）
『
釈
田
本
紀
』
、
谷
川

　
阜
偏
『
B
本
書
紀
通
謹
』
の
二
歩
を
挙
げ
る
こ
と
は
で
き
る
。
前
者
は
、
本
格
的
な
書
紀
注
釈
書
の

　
噛
矢
と
も
い
う
べ
き
存
在
で
あ
っ
て
、
あ
る
注
釈
書
の
記
述
内
容
に
該
当
す
る
内
容
が
同
書
に
見
え

　
る
か
否
か
、
見
え
る
場
合
、
同
書
の
記
述
と
ど
の
程
度
違
い
が
あ
る
か
、
等
の
観
点
で
、
当
該
の
箇

　
所
の
注
釈
記
述
の
性
格
を
あ
る
程
度
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
、
ひ
い
て
は
そ
れ
を
当
該
の
注
釈
書
全

　
体
の
性
格
付
け
に
繋
げ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。
後
者
は
、
同
書
に
先
行
す
る
諸
注
釈
類
を
、
広
く

　
丹
念
に
網
羅
し
て
お
り
、
あ
る
注
釈
記
述
が
、
先
例
を
引
い
た
も
の
な
の
か
、
独
自
見
解
な
の
か
を

　
見
定
め
る
有
力
な
基
準
と
な
る
。
こ
の
他
に
、
書
紀
本
文
漢
字
旬
の
、
主
に
漢
籍
類
か
ら
の
出
典
に

　
関
わ
る
注
釈
記
述
に
つ
い
て
は
、
河
村
益
根
・
秀
根
『
書
紀
集
解
』
に
当
該
の
記
述
が
見
え
る
か
否

　
か
で
、
注
釈
記
述
の
背
景
や
性
格
を
考
察
す
る
手
が
か
り
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
い
ず

　
れ
に
し
て
も
、
本
文
の
訓
読
の
比
較
に
お
け
る
寛
文
版
本
の
よ
う
に
、
汎
用
で
き
る
基
準
と
す
る
こ

　
と
は
、
難
し
い
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
現
時
点
で
は
、
こ
れ
ら
三
本
と
の
比
較
の
仕
方
に
つ
い
て
、

　
あ
る
程
度
の
見
通
し
を
立
て
る
こ
と
で
、
あ
る
い
は
そ
れ
が
可
能
に
な
っ
て
く
る
か
も
知
れ
な
い
、

　
と
し
て
お
く
。

（
3
3
）
前
掲
（
1
8
）
書
研
究
編
を
は
じ
め
、
い
く
つ
か
の
小
稿
で
こ
の
問
題
を
扱
っ
て
き
た
が
、
拙
稿

　
「
解
釈
は
訓
読
に
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
る
か
－
松
岡
雄
篇
の
「
師
説
」
と
小
寺
清
先
『
校
正
日
本

　
書
紀
』
i
し
（
『
放
送
大
学
研
究
年
報
』
第
1
9
号
・
平
成
十
四
年
三
月
）
で
、
そ
の
背
景
に
ま
で
踏
み

　
込
ん
で
考
察
を
加
え
た
。

（
3
4
）
先
に
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
本
書
の
本
文
部
分
の
訓
読
は
、
寛
文
版
本
の
そ
れ
と
ほ
ぼ
一
致
す

　
る
。
こ
こ
に
引
い
た
部
分
で
は
、
加
点
の
粗
密
を
除
く
と
完
全
に
一
致
す
る
た
め
、
こ
こ
で
は
、
当

　
該
例
の
寛
文
版
本
で
の
位
置
の
み
を
示
し
た
。

（
3
5
）
と
す
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
中
で
、
遊
行
前
の
一
箇
所
に
の
み
、
彦
粛
々
出
見
尊
の
優
位
を
示
す
敬

　
語
表
現
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
が
、
一
方
で
逆
に
目
立
つ
こ
と
に
な
る
。
お
そ
ら
く
こ
れ
は
、
両
神

　
の
関
係
を
決
定
づ
け
た
要
因
は
神
の
勘
気
で
あ
る
と
の
理
解
が
あ
っ
て
、
特
に
そ
の
直
接
の
原
因
を
、

　
「
失
っ
た
針
の
代
償
と
し
て
「
新
鈎
」
を
「
一
箕
し
に
「
盛
」
っ
て
さ
え
も
こ
れ
を
拒
絶
し
た
。
」
と

　
い
う
点
に
求
め
よ
う
と
す
る
考
え
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
火
熱
降
命
の
拒
絶
は
、
彦

　
寄
々
出
芯
無
に
と
っ
て
、
も
は
や
い
か
な
る
手
段
も
失
う
絶
対
的
な
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

（
3
6
）
前
掲
（
3
3
）
の
拙
稿
で
考
察
し
た
、
加
点
者
自
身
の
立
場
、
解
釈
者
自
身
の
立
場
の
問
題
は
、
本

　
書
の
本
文
へ
の
加
点
と
注
釈
文
の
記
述
と
の
関
係
を
考
え
て
も
、
同
様
に
成
り
立
つ
も
の
と
考
え
る

　
に
足
る
特
色
を
備
え
て
い
る
。

（
3
7
）
同
右
。
二
六
四
頁
参
照
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
成
十
六
年
十
一
月
四
日
提
出
）
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A　study　on　KamZyonomakZ　KaganzMots2Ltahe

Katsumi　SuGluRA

ABSTRACT

　　Kamiyonomaki　Kagaminotsutahe　that　was　published　in　！744，　was　an　annotation　book　of　the　first　two

books　of　IVihonshoki．　The　author　of　this　book　was　TadnnoTi　Yamamoto　who　was　a　Shinto　priest　in　Kahi

provmces．
　　MaRy　JapaRese　classical　scholars　who　lived　in　the　provinces　wrote　similar　books．　This　book　is　important　as

the　book　that　the　Japanese　classical　scholar　in　Kahi　province　wrote．　There　has　beeR　little　research　with

regard　to　Japanese　classical　literature　in　Kahi　province　heretofore．　This　book　is　the　precious　article　for

these　researches．

　　As　for　this　book　the　contents　that　．studied　in　Kyoto　were　foundation　when　the　author　was　young．　He　was

able　to　write　this　book　by　virtue　of　more　study　in　his　proviRce　after　that．　The　texts　and　diacritics　on　this

book　were　relying　completely　on　Kanbzenhanpon　Nihonshokt　that　was　a　popular　edition　of　Nihonshoki　after

the　18th　ceRtury．　And　he　wrote　the　reliable　aRnotatiogs　on　the　basis　of　precedence　research　iR　this　book．

With　these　xnethods　when　he　writes　this　book　he　was　able　to　distinguish　the　difference　of　the　positioR　of　the

diacritical　markers　and　the　anRotators．


